
 平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ７ 日 
教 育 課 程 部 会 
算数・数学ワーキンググループ 

資料８ 

 

算数・数学ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．算数・数学を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・算数・数学を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた算数・数学において育成すべき資

質・能力の系統性について 

・算数科・数学科において育成すべき資質能力と指導内容との関係について 

・統計的な内容等の充実について 

 

 

２．アクティブ・ラーニング（※）の三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき算数・数学の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき算数・数学の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力高 等 学 校 基 礎 学 力

テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

【幼
稚
園
】

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

①
数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
概
念
や
性
質
な
ど
を
理
解
し
，
数
理
的
に
処
理
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
日
常
の
事
象
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
問
題
解
決
し
た
り
，
基
礎
的
・
基
本
的
な
数
や
図
形
の
性
質
や
計
算
の
仕
方
な
ど
を
見
い

だ
し
，
そ
の
こ
と
を
も
と
に
発
展
的
・
統
合
的
に
考
え
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
算
数
の
学
習
を
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
り
，
数
理
的
な
処
理
の
よ
さ
に
気
づ
い
た
り
，
自
立
的
に
学
習
を
進
め
よ
う
と
し
た
り
，

表
現
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
的
に
検
討
し
よ
う
と
し
た
り
，
多
面
的
に
表
現
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

事
象
を
数
理
的
に
考
察
し
た
り
，
自
分
の
考
え
を
数
学
的
に
表
現
し
処
理
し
た
り
，
協
働
的
に
問
題
解
決
し
た
り
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

具
体
物
，
図
，
数
，
式
，
表
や
グ
ラ
フ
相
互
の
関
連
を
図
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

○
(例

)・
生
活
や
遊
び
を
通
じ
て
，
自
分
た
ち
に
関
係
の
深
い
数
量
，
長
短
，
広
さ
や
速
さ
，
図
形
の
特
徴
な
ど
に
関
心
を
も
ち
，
必
要
感
を
も
っ
て
数

え
た
り
、
比
べ
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
。

理
数
科

【高
等
学
校
】

○
数
学
と
理
科
の
内
容
の
関

連
を
重
視
し
，
数
学
的
な
見
方

や
考
え
方
，
科
学
的
な
見
方
や

考
え
方
を
活
用
し
て
課
題
解
決

や
探
究
す
る
こ
と
を
充
実
す
る
。

【中
学
校
】

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
し
，
問
題
解
決
過
程
に
お
い
て
数
学
的
に
処
理
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
既
習
の
内
容
を
基
に
，
様
々
な
事
象
等
を
数
学
を
生
か
し
て
考
察
す
る
力
や
，
数
量
や
図
形
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
見
い
だ
し
発
展
・
統
合

す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
様
々
な
事
象
の
考
察
や
問
題
解
決
に
数
学
を
活
用
す
る
態
度
を
養
う
。

問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
生
徒
自
ら
が
集
め
た
り
選
択
し
た
り
す
る
活
動
や
，
帰
納
的
に
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
自
ら
決
ま
り
を
見
付
け
る
活
動
，

見
い
だ
し
た
決
ま
り
を
既
習
の
内
容
を
生
か
し
て
演
繹
的
に
説
明
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

既
習
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
関
連
を
図
っ
た
り
，
新
た
に
学
ん
だ
内
容
を
用
い
る
と
，
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
た
り
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

【高
等
学
校
】

①
数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，

数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
身
に
付
け
た
知
識
や
技
能
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
し
，
そ
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
本
質
を
明
ら
か
に
し
た

り
，
発
展
さ
せ
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
，
数
学
を
活
用
し
て
数
学
的
論
拠
に
基
づ
き
判
断
す
る
態
度
を
養
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
生
活
と
関
連
付
け
た
り
，
生
徒
の
疑
問
を
取
り
上
げ
た
り
し
て
生
徒
の
主
体
的
活
動
を

充
実
す
る
。

課
題
の
解
決
の
た
め
に
粘
り
強
く
考
え
，
自
分
の
考
え
を
適
切
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

算
数
・
数
学
教
育
の
イ
メ
ー
ジ

資
料
５

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・
数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・

で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
の
例

数
学

高
等
学
校

＜
数
理
探
究
（
仮
称
）
＞

知
識
・
技
能
の
深
化
・
統
合

課
題
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
知

識
技
能

高
度
な
課
題
解
決
能
力
（
観
察
・
実

験
デ
ザ
イ
ン
力
，
構
想
力
，
実
証

的
・
論
理
的
・
分
析
的
・
統
合
的
に

考
察
す
る
力
，
発
表
・
表
現
力
）

新
た
な
発
見
を
し
た
り
，
創
造
を
し

た
り
す
る
力

事
象
や
科
学
的
課
題
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
，
考
え
抜
い
て

行
動
す
る
態
度

自
発
的
，
創
造
的
に
取
り
組
む
態
度

研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

•
事
象
の
把
握

•
課
題
の
設
定

•
仮
説
の
設
定
／
解
決
の
計
画

•
情
報
収
集
／
知
識
・
技
能
の
習

得
•
解
決
／
検
討
・
考
察

•
表
現
・
伝
達

数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や

原
理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的

に
解
釈
・
表
現
し
た
り
す
る
こ
と

事
象
を
数
学
的
に
考
察
・
表
現
し
，

問
題
を
解
決
し
た
り
，
問
題
解
決
の

過
程
を
振
り
返
っ
て
そ
の
本
質
や
他

の
事
象
と
の
関
係
を
認
識
す
る
力

数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
，
事
象
の
考
察
や
問
題
の
解
決
に
数

学
を
積
極
的
に
活
用
し
て
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
態
度

問
題
の
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
，
柔
軟
に
考
え
抜

こ
う
と
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
定
式
化
に
よ
る
問
題
設
定

•
問
題
の
理
解

•
解
決
の
計
画
，
実
行
，
検
討

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な

ど
の
発
生

数
学

中
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎

的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
の
理
解

問
題
解
決
過
程
に
お
い
て
活
用
で

き
る
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る

知
識

問
題
解
決
過
程
に
お
い
て
数
学
的

に
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
，
数
や
図

形
の
性
質
な
ど
を
見
い
だ
し
，
発
展

さ
せ
る
力

実
社
会
や
実
生
活
に
お
け
る
事
象
な

ど
数
学
外
の
世
界
と
数
学
を
結
び
付

け
，
数
学
を
生
か
し
て
考
察
す
る
力

数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
様
々
な
事
象
の
考
察
や
問
題
解
決

に
数
学
を
活
用
す
る
態
度

数
学
的
論
拠
に
基
づ
き
考
察
を
深
め
た
り
意
思
決
定
を
行
っ

た
り
す
る
態
度

問
題
の
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
考
え
抜
こ
う
と
す

る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
定
式
化
に
よ
る
問
題
設
定

•
問
題
の
理
解

•
解
決
の
計
画
，
実
行
，
検
討

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な

ど
の
発
生

算
数

小
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
基

礎
的
･基
本
的
な
概
念
や
性
質
な

ど
の
理
解

数
理
的
に
処
理
す
る
た
め
に
必
要

な
技
能

基
礎
的
・
基
本
的
な
数
や
図
形
の
性

質
や
計
算
の
仕
方
な
ど
を
見
い
だ
し

た
り
，
そ
の
こ
と
を
基
に
発
展
的
に

考
え
た
り
，
既
習
の
数
学
と
結
び
つ

け
，
統
合
的
に
考
え
た
り
す
る
力

日
常
の
事
象
に
つ
い
て
見
通
し
を
も

ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
表
現
し
，
そ

の
こ
と
を
基
に
問
題
解
決
し
た
り
判

断
し
た
り
す
る
力

数
理
的
な
処
理
の
よ
さ
に
気
付
き
，
算
数
の
学
習
を
進
ん
で

生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

答
え
を
出
し
た
筋
道
が
正
し
い
か
を
確
認
し
た
り
，
出
し
た

答
え
を
自
分
で
確
か
め
た
り
す
る
な
ど
自
立
的
に
学
習
を
進

め
た
り
，
数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判

的
に
検
討
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
態
度

抽
象
的
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し
よ
う
と
し

た
り
，
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
よ
り
一
般
的
に
表
現

し
よ
う
と
す
る
な
ど
，
多
面
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
態
度

•
日
常
の
事
象
の
定
式
化
に
よ
る

問
題
設
定

•
解
決
の
見
通
し
，
ね
ら
い
の
明

確
化

•
解
決
の
実
行

•
解
決
し
た
こ
と
の
協
働
的
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

（
概
念
の
深
ま
り
，
発
展
・
統

合
）

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た
、

小
・
中
・
高
を
通
じ
て
各
教
科
等
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
８

- 38 -



 

理科ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

 

１．理科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・理科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた理科において育成すべき資質・能

力の系統性について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成のために

重視すべき理科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき理科の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 
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【高
等
学
校
】

【小
学
校
】

理
科
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
2
01
6
01
1
4案

）

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査高 等 学 校 基 礎 学 力 テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

0

【幼
稚
園
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

【中
学
校
】

○
物
と
の
多
様
な
か
か
わ
り
と
の
中
で
，
物
の
性
質
や
仕
組
み
に
つ
い
て
考
え
た
り
，
気
付
い
た
り
す
る
。

○
身
近
な
物
や
用
具
な
ど
の
特
性
や
仕
組
み
を
生
か
し
た
り
，
い
ろ
い
ろ
な
予
想
を
し
た
り
し
，
楽
し
み
な
が
ら
工
夫
し
て
使
う
。

○
水
や
氷
，
日
向
や
日
陰
な
ど
，
同
じ
も
の
で
も
季
節
に
よ
り
変
化
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
り
，
変
化
に
応
じ
て
生
活
や
遊
び
を
変
え
た
り
す
る
。

○
身
近
な
動
物
の
世
話
や
植
物
の
栽
培
を
通
じ
て
，
生
き
て
い
る
も
の
へ
の
愛
着
を
感
じ
，
生
命
の
営
み
の
不
思
議
さ
，
生
命
の
尊
さ
に
気
付
き
，
感
動
し
た
り
，
い
た
わ
っ
た
り
，
大
切
に
し
た
り
す
る
。

○
①
自
然
の
事
物
・
事
象
に
す
す
ん
で
か
か
わ
り
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
と
根
拠
に
基
づ
き
判
断
し
表
現
す
る
態
度
を
養
う
。

②
自
然
事
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ
し
て
仮
説
を
設
定
し
，
計
画
を
た
て
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
・実
験
し
，
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
・解
釈
す
る
力
を
養
う
。

③
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的
理
解
や
観
察
・実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

●
小
学
校
で
身
に
付
け
た
，
比
較
，
分
類
，
関
係
付
け
，
条
件
制
御
な
ど
の
資
質
・能
力
を
さ
ら
に
高
め
，
自
然
事
象
の
把
握
，
問
題
の
設
定
，
予
想
・
仮
説
の
設
定
，
検
証
計
画
の
立
案
，
観
察
・
実
験

の
実
施
，
結
果
の
処
理
，
考
察
・
推
論
，
表
現
等
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

例
え
ば
，
１
年
：
自
然
の
事
物
・事
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
，
そ
の
中
か
ら
問
題
を
み
い
だ
す
。
２
年
：
解
決
方
法
を
立
案
し
て
実
行
し
，
結
果
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。
３
年
：
問
題
解
決
過
程
の
す
べ
て
の

過
程
を
振
り
返
り
，
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
。

【
理
科
】

○
①
自
然
を
大
切
に
し
，
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
，
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度
を
養
う
。

②
見
通
し
を
も
っ
て
的
確
に
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
問
題
解
決
の
能
力
と
そ
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
力
を
養
う
。

③
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
，
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
整
理
し
考
察
し
表
現
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
と
の
関
連
を
図
る
。

●
問
題
解
決
の
能
力
，
例
え
ば
，
３
年
：
差
異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問
題
を
見
い
だ
す
力
，
４
年
：
既
習
事
項
や
生
活
経
験
を
基
に
根
拠
の
あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
す
る
力
，
５
年
：
質
的
変
化
や
量
的

変
化
，
時
間
的
変
化
に
着
目
し
て
解
決
の
方
法
を
発
想
す
る
力
，
６
年
：
要
因
や
規
則
性
，
関
係
を
多
面
的
に
分
析
し
て
考
察
し
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
す
力
を
育
成
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

●
目
的
を
設
定
し
，
計
測
し
て
制
御
す
る
と
い
う
考
え
方
の
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

-
-
-
-
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
-
--
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（
小
学
校
低
学
年
）

例
え
ば
，
【
生
活
科
】

○
自
然
と
の
か
か
わ
り
に
関
心
を
も
ち
，
自
然
を
大
切
に
し
た
り
，
そ
の
不
思
議
さ
に
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
身
近
な
自
然
を
観
察
し
た
り
，
季
節
や
地
域
の
行
事
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
っ
た
り
な
ど
し
て
，
四
季
の
変
化
や
季
節
に
よ
っ
て
生
活
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
き
，
自
分
た
ち
の
生
活
を
工
夫
し
た

り
楽
し
く
し
た
り
で
き
る
。

○
身
近
に
あ
る
自
然
を
利
用
し
た
り
，
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
り
な
ど
し
て
，
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
，
そ
の
面
白
さ
や
自
然
の
不
思
議
さ
に
気
付
き
，
み
ん
な
で
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
動
物
を
飼
っ
た
り
植
物
を
育
て
た
り
し
て
，
そ
れ
ら
の
育
つ
場
所
，
変
化
や
成
長
の
様
子
に
関
心
を
も
ち
，
ま
た
，
そ
れ
ら
は
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
生
き
も
の
へ
の
親

し
み
を
も
ち
，
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

≪
基
礎
：b
a
si
c
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e

fo
r  

Al
l 

st
ud

en
ts
：
善
良
な
市
民
と
し
て
）

◎
日
常
生
活
に
お
け
る
様
々
な
状
況
に
お
い
て
，
科
学
的
な
知
識
や
技
能
を
使
っ
て
そ
の
状
況
を
理
解
し
，
課
題
を
明
確
に
し
て
，
根
拠
に
基
づ
く
結
論
や
意
思
決
定
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
力
を
養
う
。

○
①
自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
持
ち
，
科
学
の
必
要
性
や
有
用
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
・総
合
的
に
判
断
す
る
態
度
を
養
う
。

②
自
然
の
事
象
を
目
的
意
識
を
持
っ
て
観
察
・
実
験
し
，
科
学
的
に
探
究
し
た
り
，
科
学
的
な
根
拠
を
も
と
に
表
現
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・法
則
の
体
系
的
理
解
と
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解
や
，
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
基
本
的
な
技
能
を
養
う
。

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
，
科
学
的
な
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
さ
せ
る
「観
察
・実
験
」
や
「
探
究
活
動
」
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（
数
学
，
情
報
，

保
健
体
育
，
地
理
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
応
用
：a
d
v
a
n
ce
d
sc
ie
n
ce
≫
（

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
st

ud
en

ts
：
科
学
技
術
立
国
と
し
て
の
日
本
を
支
え
る
人
材
と
し
て
）

◎
科
学
に
関
す
る
課
題
に
向
き
合
い
，
科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
養
う
。
専
門
的
な
知
識
と
技
能
の
深
化
を
図
り
，
論
理
的
な
思
考
力
や
創
造
性
の
基
礎
を
養
う
。

●
「
観
察
・
実
験
」
や
「
探
究
活
動
」
を
一
層
充
実
さ
せ
て
，
科
学
的
な
探
究
能
力
（課
題
解
決
能
力
）の
育
成
を
図
る
。
ま
た
，
日
常
生
活
や
他
教
科
（数
学
，
情
報
，
保
健
体
育
，
地
理
な

ど
）
と
の
関
連
を
図
る
。

≪
高
度
：e
x
p
lo
re
sc
ie
n
ce
≫
（

Es
pe

ci
al

ly
   

Sc
ie

nc
e 

 fo
r  

In
te

re
st

ed
  s

tu
de

nt
s：
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
と
し
て
）

◎
科
学
的
課
題
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
，
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。
科
学
的
な
探
究
能
力
を
活
用
し
て
，
専
門
的
な
知
識
と
技
能
の
深
化
・統
合
化
を
図
る
と

と
も
に
，
自
発
的
・
創
造
的
な
力
を
養
う
。

●
科
学
的
な
探
究
能
力
の
育
成
を
主
体
的
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
「課
題
研
究
」を
充
実
さ
せ
る
。

（
理
数
科
，
数
理
探
究
（仮
称
））

資
料
４

平
成
２
８
年
１
月
１
４
日

教
育
課
程
部
会

理
科
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
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理
科

個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

資
質
・能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例

高
等
学
校

＜
選
択
科
目
：
数
理
探
究
(仮
称
)＞

●
知
識
・
技
能
の
深
化
・
統
合
化

●
課
題
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

＜
選
択
科
目
：
数
理
探
究
(仮
称
)を
含
め
な
い
＞

●
知
識
・
技
能
の
深
化

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
概
念
や
原
理
・
法
則

の
体
系
的
理
解

＜
必
履
修
科
目
＞

●
高
等
学
校
理
科
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原

理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

●
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
理
解

●
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験
等
の
技
能

●
高
度
な
課
題
解
決
能
力
（
観
察
・
実
験
デ
ザ
イ

ン
力
，
構
想
力
，
実
証
的
・
論
理
的
・
分
析

的
・
統
合
的
に
考
察
す
る
力
，
発
表
・
表
現

力
）

●
新
た
な
発
見
を
し
た
り
，
創
造
し
た
り
す
る
力

●
課
題
解
決
能
力
（
論
理
的
・
分
析
的
・
統
合
的

に
考
察
す
る
力
）

●
新
た
な
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
力

●
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
，
自
然
に
対
す
る
多

面
的
な
も
の
の
見
方

●
自
然
の
事
象
を
目
的
意
識
を
持
っ
て
観
察
・
実

験
し
、
科
学
的
に
探
究
し
た
り
、
科
学
的
な
根
拠

を
も
と
に
表
現
し
た
り
す
る
力

●
科
学
的
課
題
や
事
象
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
、

考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度

●
自
発
的
，
創
造
的
に
取
り
組
む
態
度

●
研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

●
科
学
的
に
探
究
す
る
態
度

●
科
学
に
対
す
る
倫
理
的
な
態
度

●
自
然
の
事
物
・
現
象
に
対
す
る
畏
敬
の
念

●
果
敢
に
挑
戦
す
る
態
度

●
科
学
の
必
要
性
や
有
用
性
の
認
識

●
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
，
多
面
的
・
総
合
的
に

判
断
す
る
態
度

●
中
学
校
で
身
に
付
け
た
課
題
解
決
の
力
な
ど
を

活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
の
把
握

情
報
収
集
と
分
類

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現
・
伝
達

中
学
校

○
中
学
校
理
科
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や

原
理
・
法
則
の
体
系
的
理
解

○
科
学
的
探
究
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
理
解

○
探
究
の
た
め
に
必
要
な
観
察
・
実
験
等
の

基
礎
的
な
技
能
（
器
具
な
ど
の
操
作
，
記
録
，

デ
ー
タ
の
処
理
，
安
全
へ
の
配
慮
等
）

○
自
然
事
象
の
中
に
問
題
を
見
い
だ
し
て
仮

説
を
設
定
す
る
力

○
計
画
を
た
て
，
目
的
意
識
を
も
っ
て
観

察
・
実
験
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
す
る
な

ど
，
科
学
的
に
探
究
す
る
力
と
科
学
的
な
根

拠
を
も
と
に
表
現
す
る
力

○
問
題
解
決
の
過
程
に
お
け
る
妥
当
性
を
検

討
す
る
な
ど
総
合
的
に
振
り
返
る
力

○
自
然
の
事
物
・
現
象
に
す
す
ん
で
か
か
わ

る
態
度

○
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
態
度

○
科
学
す
る
こ
と
の
面
白
さ
や
有
用
性
の
気

付
き

○
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
的
確
に
判
断
す
る

態
度

○
小
学
校
で
身
に
付
け
た
問
題
解
決
の
力
な

ど
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
態
度

自
然
事
象
の
把
握

課
題
の
設
定

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

表
現

小
学
校

■
自
然
事
象
に
関
す
る
性
質
や
基
本
的
な
概

念
，
規
則
性
な
ど
の
体
系
的
理
解

■
理
科
を
学
ぶ
意
義
の
理
解

■
科
学
的
に
問
題
解
決
を
行
う
た
め
に
必
要

な
観
察
・
実
験
等
の
基
礎
的
な
技
能

（
安
全
へ
の
配
慮
，
測
定
の
方
法
，

デ
ー
タ
の
記
録
等
）

（
各
学
年
で
主
に
育
て
た
い
力
）

６
年
：
自
然
の
事
物
・
現
象
の
変
化
や
働
き
に
つ

い
て
そ
の
要
因
や
規
則
性
，
関
係
を
多
面

的
に
分
析
し
考
察
し
て
，
よ
り
妥
当
な
考

え
を
つ
く
り
だ
す
力

５
年
：
予
想
や
仮
説
な
ど
を
も
と
に
質
的
変
化
や

量
的
変
化
，
時
間
的
変
化
に
着
目
し
て
解

決
の
方
法
を
発
想
す
る
力

４
年
：
見
い
だ
し
た
問
題
に
つ
い
て
既
習
事
項
や

生
活
経
験
を
も
と
に
根
拠
の
あ
る
予
想
や

仮
説
を
発
想
す
る
力

３
年
：
比
較
を
通
し
て
自
然
の
事
物
・
現
象
の
差

異
点
や
共
通
点
に
気
付
き
問
題
を
見
い
だ

す
力

■
自
然
に
親
し
む
態
度

■
失
敗
し
て
も
く
じ
け
ず
に
挑
戦
す
る
態
度

■
科
学
す
る
こ
と
の
面
白
さ

■
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
き
判
断
す
る
態
度

■
問
題
解
決
の
過
程
に
関
し
て
そ
の
妥
当
性

を
検
討
す
る
態
度

■
知
識
・
技
能
を
実
際
の
自
然
事
象
や
日
常

生
活
な
ど
に
適
用
す
る
態
度

■
多
面
的
，
総
合
的
な
視
点
か
ら
自
分
の
考

え
を
改
善
す
る
力

自
然
事
象
の
把
握

問
題
の
見
い
だ
し

予
想
･仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
･実
験
の
実
施

結
果
の
整
理

考
察
や
結
論
の
導
出

1

（
2
0
1
60
11
4案
）

振 り 返 り

見 通 し

平成２８年 １月１ ４日

教 育 課 程 部 会

理科ワーキンググループ

振 り 返 り

見 通 し

振 り 返 り

見 通 し

資料５
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理
科
の
内
容
に
お
け
る
主
な
見
方
や
考
え
方
の
整
理
例
（
案
）

１
科
学
の
目
的

科
学
の
目
的
は
、自
然
事
象
を説
明
で
き
る
法
則
や
理
論
を構
築
して
い
くこ
と

↓
２
理
科
の
内
容
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
の
全
体
像
を考
え
る
前
提

理
科
の
内
容
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
の
全
体
像
も
法
則
や
理
論
の
構
築
とい
う視
点
か
ら整
理
す
る
こと
が
必
要

資料６
平成２８年１月１４日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

領
域

エ
ネ
ル
ギ
ー

粒
子

生
命

地
球

見
方
・
考
え
方

（
働
き
か
け
方
）
自
然
の
事
物
・
現
象
を
関
係
的
か

つ
量
的
に
と
ら
え
る
自
然
の
事
物
・
現
象
を
実

体
的
か
つ
質
的
に
と
ら

え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
（
生
物
）

を
全
体
と
部
分
と
い
う
関
係
で

と
ら
え
る

自
然
の
事
物
・
現
象
（
地
球
と
宇
宙
）
を

全
体
と
部
分
と
い
う
関
係
で
と
ら
え
る

校
種

小
学

校

事
象
の
分
節
化

事
象
を

分
節

化
せ
ず

に
、

直
覚

的
に

と
ら

え
る

観
察
言
語

例
：
重
さ

物
体
を
関
係
的
か
つ
量
的
に
と
ら

え
、
そ
れ
ら
を
規
則
性
と
す
る

事
象
や
気
体
な
ど
を
実
体

的
か
つ
質
的
に
と
ら
え
る

個
体
レ
ベ
ル
に
お
い
て
全
体
と

部
分
の
関
係
で
と
ら
え
る

事
象
ど
う
し
を
全
体
と
部
分
の
関
係
で
と

ら
え
る

校
種

中
学

校

事
象
の
分
節
化

事
象
を
、
主
に
可
逆
的
な
も
の
を
扱
う
領
域
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
粒
子
）
と
主
に
不
可
逆
的
な
も
の
を
扱
う
領
域
（
生
命
、
地
球
）
に
分
節
化
し
、

実
体
的
に
と
ら
え
る

理
論
言
語

例
：
質
量

関
係
的
か
つ
量
的
に
と
ら
え
、
そ

れ
を
法
則
と
す
る

原
子
・
分
子
レ
ベ
ル
で
実

体
的
か
つ
質
的
に
と
ら
え

る

細
胞
レ
ベ
ル
に
お
い
て
全
体
と

部
分
の
関
係
で
と
ら
え
る

事
象
ど
う
し
を
分
析
的
に
全
体
と
部
分
の

関
係
で
と
ら
え
る

校
種

高
等

学
校

事
象
の
分
節
化

事
象
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
粒
子
、
生
命
、
地
球
に
分
節
化
し
、
本
質
論
的
に
と
ら
え
る

理
論
言
語

例
：
質
量

法
則
ど
う
し
を
よ
り
包
括
的
（
高

次
の
法
則
）
に
と
ら
え
る

原
子
・
分
子
レ
ベ
ル
で
物

質
の
様
相
を
統
一
的
に
と

ら
え
る

原
子
・
分
子
レ
ベ
ル
に
お
い
て

全
体
と
部
分
の
関
係
で
と
ら
え

る

事
象
ど
う
し
を
統
一
的
（
法
則
）
に
全
体

と
部
分
の
関
係
で
と
ら
え
る
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0

自
然
事
象
の
把
握

情
報
収
集
と
分
類

課
題
・
予
想
・
仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
・
実
験
の
実
施

結
果
の
処
理
・
整
理

考
察
・
推
論
・
結
論
の
導
出

●
抽
出
し
た
情
報
か
ら
共
通
点
や
相
違
点
に
気
付
き
，
問
題
を
見
い
だ
す
力

●
必
要
な
情
報
を
選
択
す
る
力

●
抽
出
し
た
情
報
に
基
づ
い
て
課
題
を
理
解
す
る
力

●
課
題
発
見
･課
題
解
決
に
必
要
な
新
た
な
知
識
･技
能
を
獲
得
す
る
力

●
知
識
や
情
報
に
基
づ
い
て
明
確
な
課
題
や
予
想
や
仮
説
を
設
定
す
る
力
（
結
果

の
予
測
）

●
観
察
・
実
験
の
計
画
の
た
め
に
知
識
･技
能
を
活
用
す
る
と
と
も
に
，
計
画
を
評
価

・
選
択
・
決
定
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
実
施
の
た
め
に
知
識
･技
能
を
活
用
し
た
り
実
行
し
た
り
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
処
理
・
整
理
す
る
た
め
に
知
識
･技
能
を
活
用
す
る
力

●
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力

●
結
果
の
妥
当
性
を
判
断
し
，
結
論
を
導
き
出
す
力

●
新
た
な
知
識
や
モ
デ
ル
等
を
創
造
し
，
次
の
課
題
解
決
に
向
け
た
展
開
を
創
造

す
る
力

研
究
発
表

相
互
評
価

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

調
査

意
見
交
換
・
議
論

課 題 把 握( 発 見) 課 題 探 究 課 題 解 決
表
現
・
伝
達

●
考
察
・
推
論
し
た
こ
と
や
結
論
を
発
表
し
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
す
る
力

意
見
交
換
・
議
論

次
の
課
題
解
決
（
問
題
解
決
）
の
プ
ロ
セ
ス

平成２ ８年 １月 １ ４日
教 育 課 程 部 会
理科ワーキンググループ

見
通
し

振
り
返
り

資料７
資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に
重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例
（
た
た
き
台
）

2
0
1
6
0
1
1
4
案

学
習
活
動
例
（
主
体
的
な
課
題
解
決
）

理
科
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
例

協
働
的
な
学
び
の
例

＊
な
お
，
課
題
解
決
（
問
題
解
決
）
の
過
程
は
，
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
，
授
業
で
は
，
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
の
み
を
扱
っ
て
も
よ
い
。

見
通
し
と
振
り
返
り
の
例
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芸術ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．芸術系科目を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・芸術系科目を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた芸術系科目において育成すべき資質・

能力の系統性について 

 ・芸術系科目において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき芸術系科目の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき芸術系科目の評価の在り方について 

 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
第
３
回
）
資
料
１
－
１

個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

小
学
校

音
楽

・
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
や
鑑
賞
の
支
え
と
な
る
、
音
符
、

休
符
、
記
号
や
音
楽
に
か
か
わ
る
用
語
の
理
解

・
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
や
鑑
賞
の
支
え
と
な
る
、
音
楽
を
形
づ
く
っ

て
い
る
要
素
（
音
色
、
リ
ズ
ム
、
速
度
、
旋
律
、
音
の
重
な
り
や
和
声

の
響
き
、
反
復
、
問
い
と
答
え
な
ど
）
の
聴
き
取
り
と
、
そ
れ
ら
の
働

き
が
生
み
出
す
よ
さ
や
面
白
さ
な
ど
の
感
じ
取
り

・
音
楽
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
協
働
し
て
表
現
す
る
喜
び

・
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
生
活
の
中
に
音
楽
を
生
か
し
た
り
、
我

が
国
や
諸
外
国
の
音
楽
文
化
に
親
し
ん
だ

り
す
る
態
度

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
歌
詞
の
内
容
、
我
が
国

の
音
楽
を
含
め
て
い
ろ

い
ろ
な
種
類
の
音
楽
が

あ
る
こ
と
、
生
活
の
中

に
様
々
な
音
楽
が
あ
る

こ
と
に
関
す
る
知
識

・
歌
い
方
や
楽
器
の
演
奏

の
仕
方
に
関
す
る
知
識

・
曲
想
（
そ
の
変
化
）
と

楽
曲
の
構
造
の
理
解
な
ど

【
技
能
】

・
音
楽
表
現
を
す
る
た

め
の
基
礎
的
な
技
能 な
ど

【
表
現
に
よ
っ
て
育
む
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
】

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、

音
楽
表
現
を
工
夫
し
、
ど
の
よ

う
に
表
す
か
に
つ
い
て
思
い
や

意
図
を
も
つ
、
音
楽
表
現
を
創

造
す
る
能
力

な
ど

【
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
】

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、

楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
な

ど
を
考
え
味
わ
う
、
音
楽
の
よ

さ
な
ど
を
見
い
だ
す
能
力 な
ど
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1

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

中
学
校

音
楽

・
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
や
鑑
賞
の
支
え
と
な
る
、
音
楽
を

形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
と
そ
れ
ら
の
働
き
を
表
す
用
語
や

記
号
な
ど
の
音
楽
活
動
を
通
し
た
理
解

・
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
や
鑑
賞
の
支
え
と
な
る
、
音
楽
を
形
づ
く
っ

て
い
る
要
素
（
音
色
、
リ
ズ
ム
、
速
度
、
旋
律
、
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
、
強

弱
、
形
式
、
構
成
な
ど
）
や
要
素
同
士
の
関
連
の
知
覚
と
、
そ
れ
ら
の

働
き
が
生
み
出
す
特
質
や
雰
囲
気
の
感
受

・
音
楽
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
協
働
し
て
表
現
す
る
喜
び

・
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
我
が
国
の
音
楽
文
化
に
愛
着
を
も
つ
と

と
も
に
、
諸
外
国
の
音
楽
文
化
を
尊
重
す

る
態
度

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
歌
詞
の
内
容
、
楽
曲
の

成
立
背
景
、
作
詞
者
や

作
曲
者
、
我
が
国
や
郷

土
の
音
楽
文
化
、
生
活

の
中
の
音
や
音
楽
の
働

き
に
な
ど
に
関
す
る
知

識
と
曲
想
と
の
関
わ
り

の
理
解

・
発
声
、
楽
器
の
発
音
の

仕
方
や
奏
法
に
関
す
る

知
識

・
音
楽
的
な
特
徴
や
楽
曲

の
構
造
と
曲
想
と
の
関

わ
り
の
理
解

な
ど

【
技
能
】

・
自
分
の
思
い
や
意
図

を
生
か
し
て
音
楽
表
現

す
る
技
能

な
ど

【
表
現
に
よ
っ
て
育
む
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
】

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、

音
楽
表
現
を
工
夫
し
、
ど
の
よ

う
に
表
す
か
に
つ
い
て
思
い
や

意
図
を
も
つ
、
音
楽
表
現
を
創

造
す
る
能
力

な
ど

【
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
】

・
音
楽
に
対
す
る
感
性
を
働
か
せ
、

音
楽
を
自
分
な
り
に
解
釈
し
た

り
自
分
に
と
っ
て
の
価
値
を
考

え
た
り
し
た
こ
と
を
基
に
、
根

拠
を
も
っ
て
批
評
す
る
な
ど
し

て
、
音
楽
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
味

わ
う
、
音
楽
の
意
味
や
価
値
を

創
造
す
る
能
力

な
ど
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2

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高
等
学
校

芸
術

（
音
楽
）

・
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
や
鑑
賞
の
支
え
と
な
る
、
音
楽
に

関
す
る
用
語
や
記
号
な
ど
の
音
楽
活
動
を
通
し
た
理
解

・
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
や
鑑
賞
の
支
え
と
な
る
、
音
楽
を
形
づ
く
っ

て
い
る
要
素
の
知
覚
と
、
そ
れ
ら
の
働
き
の
感
受

・
音
楽
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
生
涯
に
わ
た
り
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情

・
音
楽
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
音
環
境
へ
の
関
心

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
楽
曲
の
背
景
（
歌
詞
の

内
容
、
文
化
的
・
歴
史

的
背
景
、
生
活
や
社
会

の
中
の
音
や
音
楽
の
働

き
な
ど
）
に
関
す
る
知

識
と
曲
想
や
表
現
上
の

効
果
と
の
関
わ
り
の
理

解
・
音
楽
的
な
特
徴
と
発
声
、

楽
器
の
発
音
の
仕
方
や

奏
法
と
の
関
わ
り
に
関

す
る
知
識

・
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い

る
要
素
と
そ
れ
ら
の
働

き
の
理
解

・
音
楽
的
な
特
徴
や
楽
曲

の
構
造
と
曲
想
と
の
関

わ
り
の
理
解

な
ど

【
技
能
】

・
自
分
の
表
現
意
図
を
生

か
し
て
音
楽
表
現
す
る

技
能

な
ど

【
表
現
に
よ
っ
て
育
む
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
】

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
表
現
を

工
夫
し
、
楽
曲
の
背
景
な
ど
と

関
わ
ら
せ
な
が
ら
表
現
意
図
を

も
つ
、
音
楽
表
現
を
創
造
す
る

能
力

な
ど

【
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
】

・
感
性
を
働
か
せ
、
音
楽
を
自
分

な
り
に
解
釈
し
た
り
自
分
や
社

会
に
と
っ
て
の
価
値
を
考
え
た

り
し
た
こ
と
を
基
に
、
根
拠
を

も
っ
て
批
評
す
る
な
ど
し
て
、

芸
術
と
し
て
の
音
楽
や
音
楽
文

化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
よ

さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う
、
音
楽

の
意
味
や
価
値
を
創
造
す
る
能

力
な
ど
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学
習
の
振
り
返
り
（学
ん
だ
こ
と
の
意
味
や
価
値
、
発
展
性
、
汎
用
性
な
ど
の
自
覚
）
【
情
意
、
態
度
等
】

言
葉
な
ど
で
表
す

体
を
動
か
す

比
較
す
る

関
連
付
け
る

協
働
す
る

〔
共
通
事
項

【
知
識
・
技
能
】
の
習
得
・
活
用

〔
共
通
事
項
〕
イ

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
（
や
要
素
同
士
の
関
連
）
を

聴
き
取
る
／
知
覚
す
る
こ
と

楽
曲
（
音
楽
）
の
構
造
の
理
解

曲
想
（
そ
の
音
楽
固
有
の
気
分
、
表
情
、
雰
囲
気
、
味
わ
い
）
の
感
じ
取
り

創
意
工
夫
を
生
か
し
て
音
楽
で
表
す
【
知
識
・
技
能
】

ど
の
よ
う
に
音
楽
で
表
す
か
に
つ
い
て

思
い
や
意
図
を
も
つ

【
思
・
判
・
表
】 よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
味
わ
っ
て
聴
く
【
思
・
判
・
表
】

楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
な
ど
を
考
え
た
り
、

音
楽
を
解
釈
し
た
り
、
価
値
を
考
え
た
り
す
る

言
葉
な
ど
で
表
す

体
を
動
か
す

比
較
す
る

関
連
付
け
る

協
働
す
る

音
楽
で
表
す

（
歌
う
、
楽
器
を
演
奏
す
る
、
つ
く
る
）

言
葉
な
ど

で
表
す
・

批
評
す
る

表
現
領
域

（
主
体
的
・
創
造
的
に
音
楽
表
現
す
る
）

鑑
賞
領
域

（
主
体
的
・
創
造
的
に
鑑
賞
す
る
）

〔
共
通
事
項
〕
ア

音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
（
や
要
素
同
士
の
関
連
）
が

生
み
出
す
よ
さ
や
面
白
さ
、
特
質
や
雰
囲
気
な
ど
を

感
じ
取
る
／
感
受
す
る
こ
と

音
楽
的
な
特
徴
と
、
音
楽
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
や
感
情
と
の

関
わ
り
を
捉
え
る
（学
習
の
見
通
し
を
も
つ
）【
情
意
、
態
度
等
】

音
や
音
楽
と
の
出
合
い
と
特
徴
の
把
握

Ａ
表
現
：
【
知
識
・
技
能
】

思
考
・
判
断
の
深
ま
り
（
音
楽
活
動
と
言
語
活
動
の
往
還
）

〔
イ

【
知
識
】
の
活
用

〔
共
通
事
項
〕
イ

Ｂ
鑑
賞
：
【
知
識
】

〔
共
通
事
項

【
知
識
・
技
能
】
の
習
得

〔
共
通
事
項
〕
イ

音
楽
科
、
芸
術
科
（
音
楽
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
第
３
回
）
資
料
１
－
２
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

小
学
校

図
画
工
作

・
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
に
関
す
る
こ
と

例
え
ば
、
形
（
大
き
さ
、
長
さ
、
方
向
性
、
変
化
な
ど
）
や

色
（
明
る
さ
、
鮮
や
か
さ
、
変
化
な
ど
）
、
組
合
せ
な
ど
の

感
じ
、
動
き
や
奥
行
き
な
ど

・
形
や
色
な
ど
の
造
形
的
な
特
徴
を
基
に
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ

こ
と

・
つ
く
り
だ
す
喜
び

・
造
形
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
形
や
色
、
イ
メ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
生
活

や
社
会
と
豊
か
に
関
わ
る
態
度

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
発
想
や
構
想
す
る
際

に
活
用
す
る
知
識

・
表
現
方
法
や
用
具
の

扱
い
な
ど
技
能
を
働
か

せ
る
際
に
活
用
す
る
知

識 ・
作
品
な
ど
の
よ
さ
や

美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取

る
際
に
活
用
す
る
知
識

な
ど

【
創
造
的
な
技
能
】

・
思
い
付
い
た
活
動
や
、

表
し
た
い
こ
と
に
合
わ

せ
て
、
材
料
や
用
具
の

特
徴
を
生
か
し
て
使
い

創
造
的
に
表
す
技
能

・
思
い
付
い
た
活
動
や
、

表
し
た
い
こ
と
に
合
わ

せ
て
、
表
し
方
を
工
夫

し
創
造
的
に
表
す
技
能

・
前
学
年
ま
で
の
材
料

や
用
具
な
ど
に
つ
い
て

の
経
験
を
生
か
し
創
造

的
に
つ
く
る
技
能

な
ど

【
主
に
表
現
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体

全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か
せ

て
、
形
や
色
、
材
料
な
ど
を

操
作
し
な
が
ら
創
造
的
に
思

考
・
判
断
し
、
造
形
的
な
活

動
を
思
い
付
い
た
り
、
表
し

た
い
こ
と
を
見
付
け
た
り
す

る ・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体

全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か
せ

て
、
形
や
色
、
材
料
な
ど
を

操
作
し
な
が
ら
創
造
的
に
思

考
・
判
断
し
、
表
し
方
を
構

想
す
る

な
ど

【
主
に
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
、
手
や
体

全
体
の
感
覚
な
ど
を
働
か
せ

て
、
自
分
た
ち
の
作
品
や
美

術
作
品
な
ど
を
見
た
り
、
そ

れ
に
つ
い
て
話
し
た
り
し
な

が
ら
創
造
的
に
思
考
・
判
断

し
、
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ

な
ど
を
感
じ
取
る

な
ど

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）

に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
第
４
回
）
資
料
１
－
１
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

中
学
校

美
術

・
形
や
色
彩
、
材
料
や
光
な
ど
の
も
つ
性
質
や
そ
れ
ら
が
も

た
ら
す
感
情
な
ど
に
関
す
る
こ
と

（
例
え
ば
…
色
の
三
属
性
や
体
系
，
形
や
色
の
も
つ
性
質
や

感
情
、
色
の
組
合
せ
や
配
色
、
色
相
・
明
度
・
彩
度
の
類
似

や
対
照
、
材
料
の
も
つ
地
肌
の
特
徴
や
材
質
感
、
光
の
効
果

な
ど
）

・
形
や
色
彩
、
材
料
や
光
な
ど
の
特
徴
な
ど
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
る

こ
と

・
創
造
活
動
の
喜
び

・
美
術
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
生
活
や
社
会
の
中
の

美
術
と
主
体
的
に
か
か
わ
る
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
美
術
を
愛
好
す
る
心
情

・
美
術
文
化
の
継
承
と
創
造
へ
の
関
心

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
発
想
や
構
想
す
る
際
に

活
用
す
る
知
識

・
材
料
の
特
性
や
用
具

の
使
い
方
な
ど
意
図
に

応
じ
て
技
能
を
働
か
す

際
に
活
用
す
る
知
識

・
作
品
な
ど
の
よ
さ
や

美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取

り
味
わ
う
際
に
活
用
す

る
知
識

・
生
活
を
心
豊
か
に
す

る
美
術
の
働
き
や
美
術

文
化
に
つ
い
て
理
解
す

る
際
に
活
用
す
る
知
識

な
ど

【
創
造
的
な
技
能
】

・
自
己
の
表
し
た
い
こ

と
を
材
料
や
用
具
の
特

性
を
生
か
し
，
新
た
な

表
現
方
法
を
工
夫
す
る

な
ど
し
て
創
造
的
に
表

現
す
る
た
め
の
技
能

・
自
己
の
表
し
た
い
こ

と
を
制
作
の
順
序
な
ど

を
総
合
的
に
考
え
な
が

ら
，
見
通
し
を
も
っ
て

創
造
的
に
表
現
す
る
た

め
の
技
能

な
ど

【
主
に
表
現
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ

て
、
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
な

ど
で
形
や
色
彩
な
ど
を
用
い

て
創
造
的
に
思
考
・
判
断
し

て
自
ら
感
じ
取
っ
た
こ
と
，

思
い
描
い
た
こ
と
，
考
え
た

こ
と
，
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

か
ら
主
題
を
創
出
す
る

・
自
己
の
表
し
た
い
主
題
を
，

感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ
て
、

ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で

形
や
色
彩
，
材
料
な
ど
を
用

い
て
創
造
的
に
思
考
・
判
断

し
て
構
成
し
、
ど
の
よ
う
に

表
現
す
る
の
か
と
い
う
考
え

を
組
み
立
て
る
な
ど
し
て
構

想
す
る

な
ど

【
主
に
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
を
働
か
せ

て
、
作
品
な
ど
に
対
す
る
自

分
の
価
値
意
識
を
も
っ
て
批

評
し
合
う
な
ど
し
て
創
造
的

に
思
考
・
判
断
し
，
作
品
な

ど
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ

取
っ
た
り
、
生
活
の
中
の
美

術
の
働
き
や
美
術
文
化
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
り
す
る

な
ど

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高
等
学
校

芸
術

（
美
術
）

・
造
形
要
素
の
も
つ
性
質
や
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
感
情
な
ど

に
関
す
る
こ
と

（
例
え
ば
…
形
体
、
色
彩
、
構
成
、
質
感
、
空
間
、
量
感
、

動
勢
、
マ
ッ
ス
、
単
純
化
、
強
調
、
構
図
、
配
色
・
混
色
、

マ
チ
エ
ー
ル
な
ど
）

・
造
形
要
素
な
ど
の
特
徴
な
ど
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
る
こ
と

・
美
術
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
生
活
や
社
会
の
中
の

美
術
と
主
体
的
に
か
か
わ
る
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
美
術
を
愛
好
す
る
心
情

・
美
術
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
主
題
生
成
や
構
想
す

る
際
に
活
用
す
る
知
識

・
材
料
や
用
具
な
ど
の

特
性
や
使
い
方
な
ど
意

図
に
応
じ
て
技
能
を
働

か
す
際
に
活
用
す
る
知

識 ・
美
術
作
品
な
ど
の
よ

さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感

じ
取
り
理
解
を
深
め
る

際
に
活
用
す
る
知
識

・
生
活
を
心
豊
か
に
す

る
美
術
の
働
き
や
よ
り

広
い
視
野
を
も
っ
て
美

術
文
化
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
際
に
活
用
す

る
知
識

な
ど

【
創
造
的
な
技
能
】

・
意
図
に
応
じ
て
、
材

料
や
用
具
、
映
像
メ

デ
ィ
ア
機
器
な
ど
の
特

性
を
生
か
し
て
創
造
的

に
表
現
す
る
た
め
の
技

能 ・
自
己
の
生
成
し
た
主

題
を
追
求
し
て
創
造
的

に
表
現
す
る
た
め
の
技

能

な
ど

【
主
に
表
現
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
、
美
的
感

覚
を
働
か
せ
て
、
ア
イ
デ
ア

ス
ケ
ッ
チ
な
ど
で
様
々
な
造

形
要
素
を
活
用
し
て
創
造
的

に
思
考
・
判
断
し
、
自
ら
感

じ
取
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ

と
，
目
的
や
機
能
、
映
像
メ

デ
ィ
ア
の
特
性
な
ど
か
ら
主

題
を
生
成
す
る

・
自
ら
が
生
成
し
た
主
題
を

感
性
や
想
像
力
、
美
的
感
覚

を
働
か
せ
て
、
ア
イ
デ
ア
ス

ケ
ッ
チ
な
ど
で
様
々
な
造
形

要
素
を
活
用
し
て
創
造
的
に

思
考
・
判
断
し
、
表
現
の
構

想
を
す
る

な
ど

【
主
に
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
、
美
的
感

覚
を
働
か
せ
て
、
美
術
作
品

な
ど
に
対
し
て
根
拠
を
も
っ

て
批
評
し
合
っ
た
り
討
論
し

合
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

創
造
的
に
思
考
・
判
断
し
，

作
品
な
ど
に
対
し
て
自
分
の

考
え
を
も
ち
、
芸
術
と
し
て

の
美
術
や
生
活
や
社
会
の
中

の
美
術
の
働
き
，
美
術
文
化

を
幅
広
く
理
解
し
，
そ
の
よ

さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
味

わ
う
こ
と

な
ど

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

高
等
学
校

芸
術

（
工
芸
）

・
造
形
要
素
の
も
つ
性
質
や
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
感
情
な
ど

に
関
す
る
こ
と

（
例
え
ば
…
素
材
（
木
、
金
属
、
土
、
繊
維
な
ど
）
の
も
つ

材
質
感
、
自
然
の
中
に
み
ら
れ
る
形
や
色
彩
、
材
料
の
特

性
、
）

・
造
形
要
素
な
ど
の
特
徴
な
ど
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
る
こ
と

・
工
芸
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
し
て
生
活
や
社
会
の
中
の

工
芸
と
主
体
的
に
か
か
わ
る
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
工
芸
を
愛
好
す
る
心
情

・
工
芸
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
豊
か
な
情
操

な
ど

【
知
識
】

・
身
近
な
生
活
や
社
会

的
な
視
点
に
立
っ
て
発

想
や
構
想
す
る
際
に
活

用
す
る
知
識

・
材
料
や
用
具
の
特
性

や
効
果
、
使
い
方
な
ど

意
図
に
応
じ
て
技
能
を

働
か
す
際
に
活
用
す
る

知
識

・
工
芸
作
品
な
ど
の
よ

さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感

じ
取
り
理
解
を
深
め
る

際
に
活
用
す
る
知
識

・
生
活
を
心
豊
か
に
す

る
工
芸
の
働
き
や
よ
り

広
い
視
野
を
も
っ
て
工

芸
の
伝
統
と
文
化
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
際

に
活
用
す
る
知
識
な
ど

【
創
造
的
な
技
能
】

・
制
作
方
法
を
理
解
し

意
図
に
応
じ
て
、
材
料

や
用
具
を
活
用
し
、
創

意
工
夫
し
て
創
造
的
に

制
作
す
る
た
め
の
技
能

・
手
順
や
技
法
な
ど
を

吟
味
し
、
創
意
工
夫
し

て
創
造
的
に
制
作
す
る

た
め
の
技
能

な
ど

【
主
に
表
現
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
、
美
的
感

覚
を
働
か
せ
て
、
ア
イ
デ
ア

ス
ケ
ッ
チ
や
模
型
な
ど
で

様
々
な
造
形
要
素
を
活
用
し

て
創
造
的
に
思
考
・
判
断
し
、

身
近
な
生
活
や
社
会
的
な
視

点
に
立
っ
て
発
想
す
る

・
用
途
や
美
し
さ
と
の
調
和
、

使
用
す
る
人
や
場
な
ど
に
求

め
ら
れ
る
機
能
や
美
し
さ
な

ど
か
ら
、
感
性
や
想
像
力
、

美
的
感
覚
を
働
か
せ
て
、
ア

イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ
や
図
面
、

模
型
な
ど
で
様
々
な
造
形
要

素
を
活
用
し
て
創
造
的
に
思

考
・
判
断
し
、
制
作
の
構
想

を
練
る

な
ど

【
主
に
鑑
賞
に
よ
っ
て
育
む

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
】

・
感
性
や
想
像
力
、
美
的
感

覚
を
働
か
せ
て
、
工
芸
作
品

な
ど
に
対
し
て
根
拠
を
も
っ

て
批
評
し
合
っ
た
り
討
論
し

合
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

創
造
的
に
思
考
・
判
断
し
、

自
他
の
見
方
や
感
じ
方
の
相

違
や
、
芸
術
と
し
て
の
工
芸

や
生
活
や
社
会
の
中
の
工
芸

の
働
き
，
工
芸
の
伝
統
と
文

化
を
幅
広
く
理
解
し
，
そ
の

見
方
や
感
じ
方
を
広
げ
深
め

る

な
ど

小
・
中
・
高
を
通
じ
、
図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
い
て

育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
検
討
の
た
た
き
台
）
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形
や
色
，
イ
メ
ー
ジ
な
ど
，

全
て
の
学
習
活
動
に

共
通
に
働
く
資
質
・能
力

言 語 表 現

言 語 活 動

創
造
的
に

技
能
を

働
か
せ
る

自
分
の
表
現
の

意
図
に
応
じ
て

創
意
工
夫
し
て

創
造
的
に
技
能
を
働
か
せ
る

材
料
や
用
具
の
特
性
な
ど

を
生
か
し
て
創
造
的
に

技
能
を
働
か
せ
る

見
通
し
を
も
っ
て

技
能
を
働
か
せ
る

発
想
や
構
想

を
す
る

自
分
の
表
し
た
い
こ
と
（
主
題
）

を
考
え
て
見
付
け
る

材
料
な
ど
か
ら
表
し
た

い
こ
と
を
見
付
け
る

自
分
の
表
現
の
意
図
を

基
に
創
造
的
に
構
想
す
る

話
し
た
り

話
し
合
っ
た
り
す
る

説
明
し
合
っ
た
り

価
値
意
識
を
も
っ
て

批
評
し
合
っ
た
り
す
る

討
論
や
根
拠
を

も
っ
て
批
評
し
合
う

ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ
チ

な
ど
に
感
じ
た
こ
と
や

考
え
な
ど
を
整
理
す
る

・
新
し
い
ア
イ
デ
ア
な
ど
豊
か
に
発
想
す
る
能
力

・
発
想
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
構
想
す
る
能
力

・
自
己
の
意
図
に
応
じ
て
情
報
を
主
体
的
に

選
択
し
て
活
用
す
る
能
力

・
物
事
を
多
面
的
に
吟
味
し
て
見
定
め
創
造
的

に
課
題
を
解
決
す
る
能
力

創
造
的
に
発
想
す
る

・
造
形
要
素
の
特
徴
や
材
料
，
用
具
を

自
己
の
意
図
に
応
じ
て
活
用
す
る
能
力

・
見
通
し
を
も
っ
て
計
画
的
に
物
事
を

進
め
る
能
力

・
意
図
に
応
じ
て
新
し
い
表
現
方
法
を

つ
く
り
だ
す
な
ど
創
造
的
に

課
題
を
解
決
す
る
能
力

他
者
へ
の
働
き
か
け

協
働

形 や 色 ， 材 料 な ど を 操 作 し た り

用 い た り し て 思 考 ・ 判 断 す る

作
品
な
ど
の

よ
さ
や
美
し
さ

な
ど
を
感
じ

取
り
味
わ
う

自
分
の
見
方
や
感
じ
方
を

大
切
に
し
て
，
作
品
な
ど

の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を

感
じ
取
り
味
わ
う

生
活
や
社
会
の
中
の

造
形
や
美
術
の
働
き

と
豊
か
に
関
わ
る

美
術
文
化
や
工
芸
の
伝
統

と
文
化
の
理
解
を
深
め
る

・
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
味
わ
い
，
新
し
い
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
す
能
力

・
相
違
や
共
通
性
，
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
さ
に
気
付
き
，
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
で
き
る
能
力

・
生
活
や
社
会
の
中
に
あ
る
造
形
や
美
術
，
工
芸
の
働
き
を
理
解
し
，
豊
か
に
関
わ
る
能
力

・
美
術
文
化
や
工
芸
の
伝
統
と
文
化
を
通
し
て
，
国
際
理
解
を
深
め
る
能
力

図
画
工
作
科
、
美
術
科
、
芸
術
科
（
美
術
、
工
芸
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

言 葉 を 用 い て 思 考 ・ 判 断 す る

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
第
４
回
）
資
料
１
－
２
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

書
道

高
等
学
校

・
書
を
構
成
す
る
要
素
や
そ
の
表
現
効
果
に
関
す
る
知

識
・
理
解

（
例
え
ば
…
線
質
、
字
形
、
長
短
、
曲
直
、
濃
淡
、
余
白
、

布
置
、
章
法
、
構
成
な
ど
）

・
書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
を

捉
え
る
こ
と

・
書
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

・
感
性

・
文
字
や
書
の
生
活
や
社
会
の
中
で
の

働
き
や
効
用
を
考
え
、
主
体
的
に
関

わ
る
態
度

・
生
涯
に
わ
た
り
書
を
愛
好
す
る
心
情

・
書
の
伝
統
と
文
化
を
尊
重
す
る
態
度

・
豊
か
な
情
操

な
ど

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
い
て
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理

（
検
討
の
た
た
き
台
）

【
知
識
】

・
目
的
や
意
図
に
基
づ

い
て
構
想
し
、
表
現
を

工
夫
す
る
学
習
に
お
い

て
活
用
す
る
知
識

・
用
具
・
用
材
の
特
徴

や
扱
い
方
を
理
解
し
、

意
図
に
応
じ
て
効
果
的

に
表
現
す
る
た
め
の
知

識 ・
作
品
な
ど
の
よ
さ
や

美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取

り
味
わ
う
こ
と
に
関
す

る
知
識

・
生
活
や
社
会
の
中
で

の
文
字
や
書
の
働
き
や
、

書
の
伝
統
と
文
化
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
の
知
識

な
ど

【
技
能
】

・
確
か
な
書
写
能
力

を
基
盤
と
し
な
が
ら

多
彩
な
美
へ
と
発
展

さ
せ
、
豊
か
に
表
現

す
る
た
め
の
技
能

・
目
的
や
意
図
に
基

づ
い
て
構
想
し
工
夫

し
て
、
創
造
的
に
表

現
す
る
た
め
の
技
能

・
古
典
や
名
筆
に
基

づ
く
点
画
や
線
質
の

表
し
方
を
理
解
し
、

効
果
的
に
表
現
す
る

た
め
の
技
能

な
ど

【
主
に
表
現
に
よ
っ
て
育

む
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
】

・
書
表
現
の
諸
要
素
を
感
受

し
、
そ
の
表
現
効
果
を
考
え

な
が
ら
、
自
ら
の
意
図
に
基

づ
い
て
作
品
を
構
想
す
る

・
自
ら
の
構
想
に
基
づ
き
、

様
々
な
表
現
要
素
を
関
連
さ

せ
て
、
思
考
・
判
断
し
、
効

果
的
な
表
現
を
工
夫
す
る

な
ど

【
主
に
鑑
賞
に
よ
っ
て
育

む
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
】

・
作
品
に
つ
い
て
根
拠
を

も
っ
て
批
評
し
合
う
な
ど
し

て
、
そ
の
価
値
を
考
え
、
芸

術
と
し
て
の
書
の
よ
さ
や
美

し
さ
を
創
造
的
に
味
わ
う

・
文
字
や
書
の
伝
統
と
文
化

に
つ
い
て
幅
広
く
理
解
し
、

豊
か
に
関
わ
る
こ
と
を
通
し

て
、
書
に
対
す
る
見
方
や
考

え
方
を
広
げ
、
新
た
な
価
値

を
見
出
す

な
ど

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
第
４
回
）
資
料
２
－
１
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学
習
の
振
り
返
り

新
た
な
表
現
及
び
鑑
賞
の
活
動
へ

書
を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
関
連
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
働
き
を
捉
え
る
こ
と
（
共
通
に
働
く
資
質
・
能
力
）

表
現
領
域

鑑
賞
領
域

知 識 ・ 技 能 の 習 得

知 識 の 習 得
臨 書 活 動 ・ 創 作 活 動 創 作 活 動

書
を
構
成
す
る
要
素
や
そ
の
表
現
効
果
に
関
す
る
知
識
・
理
解

（
共
通
に
働
く
資
質
・
能
力
）

・
自
ら
の
意
図
に
基
づ
い
て
書
表
現

を
構
想
す
る

・
自
ら
の
構
想
に
基
づ
き
、
様
々
な

表
現
要
素
を
関
連
さ
せ
て
、
効
果

的
な
表
現
を
工
夫
す
る

言
語
活
動

・
作
品
の
よ
さ

や
美
し
さ
を
考

え
た
り
説
明
し

合
っ
た
り
す
る

・
根
拠
を
も
っ

て
批
評
し
合
う

・
確
か
な
書
写
能
力
を
基
盤
と
し
て
多
彩
に
表
現
す
る

た
め
の
技
能

・
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感

じ
取
り
創
造
的
に
味
わ
う

・
文
字
や
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
の
知
識

・
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の
働
き

・
用
具
・
用
材
の
特
徴
や
扱
い
方
へ
の
理
解

・
古
典
や
名
筆
に
基
づ
く
点
画
や
線
質
の
表
し
方

・
書
表
現
の
諸
要
素
を
感
受
す
る

言
語
活
動

・
書
こ
う
と
す
る

言
葉
を
選
ん
だ

り
、
生
み
出
し
た

り
す
る

・
表
現
の
意
図

を
言
葉
で
表
す

・
書
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方

を
広
げ
、
新
た
な
価
値
を
見

い
出
す

・
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る

他
者
と

の
協
働

知
識
・
技
能
の
活
用

知
識
の
活
用

書
表
現
と

の
出
会
い

比
較
す
る

関
連

付
け
る

判
断
す
る

選
択
す
る

芸
術
科
（
書
道
）
に
お
け
る
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
（
イ
メ
ー
ジ
案
）

平
成
２
８
年
１
月
２
２
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
第
４
回
）
資
料
２
－
２

【
言
葉
に
よ
る
思
考
・
判
断
・
表
現
】

【
書
を
構
成
す
る
要
素
に
よ
る
思
考
・
判
断
・
表
現
】
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豊
か
な
情
操
の
育
成
を
目
指
し
た
小
・
中
・
高
等
学
校
修
了
時
の
児
童
生
徒
の
姿
（
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
）
（
検
討
の
た
た
き
台
）

高 等 学 校

【
芸
術
科
（
音
楽
Ⅱ
）
】

【
芸
術
科
（
音
楽
Ⅲ
）
】

【
芸
術
科
（
美
術
Ⅰ
）
】
※

○
豊
か
な
感
性
や
生
涯
に
わ
た
り
美
術

を
愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
働

か
せ
て
、
豊
か
に
表
現
し
た
り
、
鑑
賞
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
造
形
要
素
の
働
き
な
ど
を
考
え
、
自
己

の
思
い
や
考
え
を
創
造
的
に
表
現
し
た
り
、

美
術
作
品
な
ど
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を

感
じ
取
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
形
や
色
彩
な
ど
の
造
形
的
な
視
点
を
明

確
に
し
、
対
象
を
分
析
的
に
捉
え
た
り
、

根
拠
を
も
っ
て
批
評
し
た
り
す
る
な
ど
し
て

美
術
作
品
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

・
形
や
色
彩
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
創
造
的
な
新
た
な
価
値
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
や
社
会
の
中
の
美
術
の
働
き
や
、

美
術
文
化
に
つ
い
て
、
深
く
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
生
活
や
社
会
を
明
る
く
心
豊
か
に
す
る

美
術
の
働
き
に
つ
い
て
考
え
、
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
伝
統
的
か
つ
創
造
的
な
日
本
の
美
術

文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
日
本
及
び
諸
外
国
の
美
術
文
化
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
国
際
社
会
に
生
き

る
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る

な
ど

【
芸
術
科
（
美
術
Ⅱ
）
】

【
芸
術
科
（
美
術
Ⅲ
）
】

【
芸
術
科
（
工
芸
Ⅱ
）
】

【
芸
術
科
（
工
芸
Ⅲ
）
】

【
芸
術
科
（
書
道
Ⅱ
）
】

【
芸
術
科
（
書
道
Ⅲ
）
】

※
Ⅰ
を
付
し
た

科
目
の
う
ち
、

１
科
目
を

共
通
必
履
修

科
目
と
す
る
。

【
芸
術
科
（
工
芸
Ⅰ
）
】
※

○
豊
か
な
感
性
や
生
涯
に
わ
た
り
美
術

を
愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
働

か
せ
て
、
豊
か
に
表
現
し
た
り
、
鑑
賞
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
造
形
要
素
の
働
き
な
ど
を
考
え
、
自
己

の
思
い
や
使
う
人
の
願
い
な
ど
を
考
え

て
心
豊
か
に
表
現
し
た
り
、
工
芸
作
品
な

ど
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
、
理

解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
形
や
色
彩
な
ど
の
造
形
的
な
視
点
を

明
確
に
し
、
対
象
を
分
析
的
に
捉
え
た
り
、

根
拠
を
も
っ
て
批
評
し
た
り
す
る
な
ど
し

て
工
芸
作
品
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
形
や
色
彩
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
、
創
造
的
な
新
た
な
価
値
を
つ

く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
や
社
会
の
中
の
工
芸
の
働
き
や
、

工
芸
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
、
深
く
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
生
活
や
社
会
を
明
る
く
心
豊
か
に
す
る

工
芸
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

・
伝
統
的
か
つ
創
造
的
な
日
本
の
工
芸

の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
日
本
の
工
芸
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

な
ど

【
芸
術
科
（
書
道
Ⅰ
）
】
※

○
豊
か
な
感
性
や
生
涯
に
わ
た
り
書
を

愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
働

か
せ
て
、
豊
か
に
表
現
し
た
り
、
鑑
賞
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
書
表
現
の
諸
要
素
を
感
受
し
、
自
ら
の

意
図
に
基
づ
い
て
構
想
し
工
夫
し
て
表

現
し
た
り
、
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ

取
り
、
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・
書
の
表
現
効
果
を
味
わ
い
、
そ
の
よ
さ

や
価
値
な
ど
に
つ
い
て
根
拠
を
も
っ
て
批

評
し
合
う
な
ど
し
て
、
書
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
書
の
活
動
を
通
し
て
、
書
に
対
す
る
見

方
や
考
え
方
を
広
げ
た
り
、
新
た
な
価
値

を
見
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ど

○
生
活
や
社
会
の
中
で
の
文
字
や
書
の

働
き
や
、
書
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
、

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
生
活
や
社
会
に
お
け
る
文
字
や
書
の

効
用
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
書
の
伝
統
と
文
化
の
広
が
り
や
そ
れ
が

生
み
出
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
日
本
の
書
の
美
に
対
す
る
感
性
や
価

値
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

【
芸
術
科
（
音
楽
Ⅰ
）
】
※

○
豊
か
な
感
性
や
生
涯
に
わ
た
り
音
楽

を
愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
創
造
的
な
表
現
と
鑑
賞
の
能
力
を
働

か
せ
て
、
豊
か
に
表
現
し
た
り
、
鑑
賞
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
知
覚
・

感
受
し
、
根
拠
を
も
っ
て
音
楽
表
現
を
生

み
出
し
た
り
、
音
楽
を
聴
い
て
そ
の
よ
さ

や
価
値
な
ど
に
つ
い
て
批
評
す
る
な
ど
し

て
味
わ
っ
て
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

・
他
者
と
協
働
し
て
新
た
な
価
値
を
創
造

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
や
社
会
の
中
の
音
や
音
楽
の
働

き
や
、
音
楽
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
、

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
生
活
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
応
じ
た
心
地
よ
い
音
環
境
を
求

め
る
意
識
を
も
つ
。

・
音
楽
が
、
伝
統
や
文
化
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
意
味
や
価

値
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
多
様
な
音
楽
文

化
に
つ
い
て
の
意
味
や
価
値
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

平
成
２
７
年
１
２
月
２
１
日

教
育

課
程

部
会

芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
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小 学 校中 学 校

【
図
画
工
作
科
】

○
感
性
を
働
か
せ
な
が
ら
、
つ
く
り
だ
す
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
造
形
的
な
創
造
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
相
互
に
働
か
せ
て
、
表
現
し
た
り
鑑

賞
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
形
や
色
な
ど
の
特
徴
を
捉
え
な
が
ら
、
造
形
的
な
活
動
を
思
い
付
き
表
現
し
た
り
、

表
し
た
い
こ
と
を
絵
や
立
体
、
工
作
に
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
自
分
た
ち
の
作
品
や
美
術
作
品
な
ど
か
ら
、
表
現
の
意
図
や
特
徴
な
ど
を
捉
え
、

よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
形
や
色
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
新
し
い
意
味
や
価
値
を
つ
く

り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
の
中
の
造
形
や
、
我
が
国
や
諸
外
国
の
美
術
作
品
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
・
・
・

・
生
活
の
中
の
造
形
な
ど
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

・
我
が
国
や
諸
外
国
の
美
術
作
品
、
暮
ら
し
の
中
の
作
品
な
ど
を
鑑
賞
し
て
、
よ
さ

や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
、
そ
れ
ら
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

【
美
術
科
】

○
豊
か
な
感
性
や
美
術
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
美
術
の
基
礎
的
な
能
力
を
相
互
に
働
か
せ
て
、
豊
か
に
表
現
し
た
り

鑑
賞
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
形
や
色
彩
な
ど
の
も
つ
性
質
や
感
情
な
ど
を
考
え
、
表
し
た
い
こ
と
を

基
に
表
現
し
た
り
、
作
品
な
ど
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
。

・
対
象
を
形
や
色
彩
な
ど
の
視
点
を
も
っ
て
分
析
的
に
捉
え
た
り
、
自
分

の
価
値
意
識
を
も
っ
て
批
評
し
た
り
し
て
作
品
な
ど
の
見
方
や
感
じ
方
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
形
や
色
彩
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自
分
の
中
に

新
し
い
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
の
中
の
美
術
の
働
き
や
、
美
術
文
化
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
生
活
の
中
の
美
術
の
果
た
す
役
割
や
働
き
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

・
我
が
国
の
美
術
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
の
美
術

文
化
と
の
相
違
と
共
通
性
に
気
付
き
、
美
術
を
通
し
て
国
際
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

幼 児 教 育

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

・
生
活
の
中
で
美
し
い
も
の
や
心
を
動
か
す
出
来
事
に
触
れ
、
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
も
ち
な
が
ら
、
楽
し
く
表
現
す
る
。

・
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
動
き
な
ど
で
表
現
し
た
り
、
自
由
に
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
、
演
じ
て
遊
ん
だ
り
す
る
。

・
友
達
同
士
で
互
い
に
表
現
し
合
う
こ
と
で
、
様
々
な
表
現
の
面
白
さ
に
気
付
い
た
り
、
友
達
と
一
緒
に
表
現
す
る
過
程
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
。

【
国
語

（
書
写
）
】

【
技
術
・

家
庭
科

（
技
術

分
野
）
】

【
国
語

（
書
写
）
】

【
音
楽
科
】

○
感
性
や
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
音
楽
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
働
か
せ
て
、
表
現
し
た
り
鑑
賞
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
聴
き
取
り
感
じ
取
り
な
が
ら
、
こ
う
表
し
た
い
と
い
う

思
い
や
意
図
を
も
っ
て
表
現
し
た
り
、
楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
を
考
え
味
わ
っ
て

聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
音
や
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
に
と
っ
て
価
値
の
あ

る
創
造
的
な
音
楽
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
の
中
の
音
や
音
楽
や
、
我
が
国
や
諸
外
国
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
生
活
の
中
の
様
々
な
音
や
音
楽
の
特
徴
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
及
び
諸
外
国
の
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
に
関
心
を
も
つ
。

・
世
代
や
地
域
を
超
え
て
親
し
ま
れ
て
い
る
日
本
の
う
た
を
歌
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ど

【
音
楽
科
】

○
豊
か
な
感
性
や
音
楽
を
愛
好
す
る
心
情
を
も
つ
。

○
音
楽
活
動
の
基
礎
的
な
能
力
を
働
か
せ
て
、
豊
か
に
表
現
し
た
り
鑑
賞
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
・
・
・

・
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
の
知
覚
と
感
受
の
関
連
を
図
り
、
音
楽
の
よ
さ
や
美

し
さ
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
も
ち
な
が
ら
、
音
楽
表
現
を
工
夫
し
た
り
、
自
分

に
と
っ
て
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
て
味
わ
っ
て
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
者
と
音
や
言
葉
に
よ
る
交
流
を
通
し
て
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
て
、
自
分

に
と
っ
て
の
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

○
生
活
の
中
の
音
や
音
楽
の
働
き
や
音
楽
文
化
に
つ
い
て
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
・
・
・

・
身
の
回
り
の
音
や
音
楽
に
関
心
を
も
ち
、
音
環
境
に
対
す
る
意
識
を
も
つ
。

・
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
音
楽
を
含
む
、
世
界
の
多
様
な
音
楽
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
よ

さ
や
美
し
さ
を
味
わ
い
、
音
楽
の
多
様
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
我
が
国
で
長
く
歌
い
継
が
れ
て
い
る
歌
曲
を
歌
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
ど

※
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
「
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
）
」（
幼
児
期
の
教
育
と
小
学
校
教
育
の
円
滑
な
接
続
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
平
成
２
２
年
１
１
月
）
よ
り
抜
粋
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家庭、技術・家庭ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．家庭、技術・家庭科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・家庭、技術・家庭科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた家庭、技術・家庭科において育成す

べき資質・能力の系統性について 

 ・家庭、技術・家庭科において育成すべき資質・能力と指導内容の系統性について 

 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき家庭、技術・家庭科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき家庭、技術・家庭科の評価の在り方につい

て 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等について 

 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ（及び論点整理補

足資料スライド26）参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【
小
学
校
(高
学
年
）
】

○
衣
食
住
な
ど
に
関
す
る
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

〇
生
活
の
中
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
身
に
付
け
た
知
識
や
技
能
を
家
庭
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
活
用
し
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工
夫
す
る
能
力
を
養
う
。

〇
家
庭
生
活
へ
の
関
心
を
高
め
、
家
族
や
地
域
の
人
々
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
家
族
の
一
員
と
し
て
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

○
家
庭
や
地
域
と
連
携
を
図
り
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
充
実
す
る
。

○
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
力
（
家
庭
生
活
と
家
族
の
大
切
さ
な
ど
）
、
健
康
で
安
全
な
食
生
活
の
基
礎
と
な
る
力
、
消
費
・
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
仕
方
を
工
夫
す
る
力
等
を
育
成
す
る
学
習
活
動
を
充

実
す
る
。

【
中
学
校
】

○
衣
食
住
な
ど
に
関
す
る
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
生
活
の
自
立
に
必
要
な
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
生
活
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

○
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
展
望
し
て
、
生
活
の
中
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
身
に
付
け
た
知
識
と
技
術
を
家
庭
分
野
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
活
用
し
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
工
夫
す
る
能
力
を

養
う
。

〇
自
分
と
家
庭
、
家
庭
生
活
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
考
え
、
地
域
の
人
々
と
協
働
し
、
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

○
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
、
「
生
活
の
課
題
と
実
践
」
な
ど
の
問
題
解
決
的
な
学
習
を
充
実
す
る
。

○
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
力
（
家
庭
の
機
能
や
子
育
て
理
解
、
高
齢
者
理
解
等
）
、
食
生
活
の
自
立
を
図
る
力
、
消
費
・
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
た
め
に
基
礎
と
な
る
力
等
を
育
成

す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

【
高
等
学
校
】
共
通
教
科

○
実
践
的
・
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
し
て
、
生
活
を
科
学
的
に
理
解
し
、
自
立
し
た
生
活
者
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
技
術
を
習
得
す
る
。

○
生
活
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
家
庭
科
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
生
活
を
科
学
的
に
探
究
し
、
多
面
的
に
解
決
方
法
を
考
え
、
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活
を
創
造
す
る
能
力
を
養
う
。

〇
様
々
な
年
代
の
人
と
関
係
を
深
め
、
主
体
的
に
地
域
社
会
に
参
画
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
家
庭
や
地
域
の
生
活
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
実
践
的
な
態
度
を
養
う
。

○
「
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
」
な
ど
の
問
題
解
決
的
な
学
習
を
充
実
す
る
。

○
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
力
（
子
育
て
支
援
等
の
理
解
、
高
齢
者
の
肯
定
的
理
解
や
基
本
的
な
介
護
技
術
、
生
涯
生
活
設
計
能
力
）
、
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
社
会
参
画
力
、
他
者
と

共
生
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
消
費
・
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
た
め
の
意
思
決
定
能
力
、
日
本
の
生
活
文
化
を
継
承
・
創
造
す
る
力
等
を
育
成
す
る
学
習
活
動
を
充

実
す
る
。

【
小
学
校
（
低
・
中
学
年
）
】

○
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
生
活
技
能
、
身
近
な
人
々
と
の
接
し
方
(家
族
や
地
域
の
様
々
な
人
々
）
、
成
長
へ
の
喜
び
･成
長
を
支
え
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感
謝
等
（
生
活
科
）

○
健
康
に
よ
い
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
（
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
明
る
さ
の
調
節
や
換
気
な
ど
の
生
活
環
境
）
、
体
の
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
の
理
解
（
体
を
よ
り
よ
く
発
育
・
発
達
さ
せ
る
た
め
の
調
和
の
と
れ

た
食
事
）
（
体
育
科
）

○
節
度
･節
制
（
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
節
度
あ
る
生
活
）
、
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
等
(道
徳
）
等

【
幼
児
教
育
】
（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
衣
服
の
着
脱
、
食
事
、
排
泄
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
活
動
の
必
要
性
に
気
付
き
、
自
分
で
す
る
。

○
親
や
祖
父
母
な
ど
家
族
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
つ
。
等

家
庭
科
、技
術
・家
庭
科
（
家
庭
分
野
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

平
成
２
７
年
１
２
月
１
５
日

教
育

課
程

部
会

家
庭

、
技

術
・
家

庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
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【
小
学
校
】

○
表
し
た
い
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
材
料
や
用
具
の
特
徴
を
生
か
し
て
使
う
と
と
も
に
、
表
現
に
適
し
た
方
法
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
表
す
（
図
画
工
作
）

○
材
料
や
用
具
な
ど
に
つ
い
て
の
経
験
や
技
能
を
総
合
的
に
生
か
し
て
つ
く
る
（
図
画
工
作
）

○
身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
た
り
な
ど
し
て
、
遊
び
や
遊
び
に
使
う
物
を
工
夫
し
て
つ
く
り
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
に
気
づ
く
（
生
活
）

○
も
の
づ
く
り
の
活
動
を
通
し
て
、
自
然
の
事
物
・
現
象
の
性
質
や
働
き
、
規
則
性
に
つ
い
て
の
実
感
を
伴
っ
た
理
解
を
図
る
（
理
科
）

○
道
徳
の
内
容
と
の
関
連
を
踏
ま
え
た
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
（
道
徳
）

等

【
中
学
校
】

○
材
料
、
加
工
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
、
生
物
育
成
及
び
情
報
に
関
す
る
技
術
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
能
を
習
得
さ
せ
、
技
術
と
社
会
や
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
。

○
よ
り
よ
い
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
技
術
分
野
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
技
術
を
創
造
で
き
る
力
を
育
成
す
る
。

○
安
心
・
安
全
な
生
活
の
実
現
に
向
け
て
、
技
術
分
野
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
技
術
を
評
価
・
活
用
で
き
る
力
を
育
成
す
る
。

○
技
術
に
つ
い
て
関
心
を
も
た
せ
、
安
心
・
安
全
な
生
活
を
実
現
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
技
術
を
適
切
に
評
価
・
活
用
、
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
育

成
す
る
。

○
社
会
に
お
け
る
問
題
に
つ
い
て
、
技
術
を
評
価
・
活
用
、
創
造
し
て
解
決
す
る
活
動
を
充
実
す
る

○
技
術
革
新
及
び
そ
れ
を
担
う
職
業
へ
の
関
心
を
高
め
、
生
産
な
ど
の
経
済
的
主
体
等
と
し
て
求
め
ら
れ
る
力
、
安
全
な
社
会
づ
く
り
に
必
要
な
資
質
・
能
力
、
情
報
活
用
能
力
、

知
的
財
産
を
創
造
・
保
護
・
活
用
す
る
態
度
、
技
術
に
関
す
る
倫
理
観
等
の
育
成
に
努
め
る
。

生 活 範 囲 ・ 地 域 環 境 ・ 現 在

※ 技 術 を ま ず は

見 つ け る社 会 全 体 ・ 地 球 環 境 ・ 未 来

技 術 で 問 題 解 決 を す る 範 囲 と 影 響 を 及 ぼ す 範 囲

技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
に
お
け
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【
高
等
学
校
】

（
情
報
の
共
通
必
履
修
科
目
）

○
情
報
と
そ
れ
を
扱
う
技
術
を
問
題
の
発
見
と
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
科
学
的
な
考
え
方
の
育
成

○
情
報
モ
ラ
ル
、
知
的
財
産
の
保
護
、
情
報
安
全
等
に
対
す
る
実
践
的
な
態
度
の
育
成

（
職
業
に
関
す
る
各
教
科
・
科
目
）

○
各
専
門
分
野
（
農
業
、
工
業
等
（
以
下
略
）
）
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得

○
各
専
門
分
野
の
諸
問
題
を
主
体
的
、
合
理
的
に
、
か
つ
倫
理
観
を
も
っ
て
解
決
す
る
能
力
の
育
成

○
各
専
門
分
野
と
社
会
の
発
展
を
図
る
創
造
的
な
能
力
と
実
践
的
な
態
度
の
育
成

【
幼
児
教
育
】
（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
物
と
の
多
様
な
か
か
わ
り
と
の
中
で
、
物
の
性
質
や
仕
組
み
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
気
付
い
た
り
す
る
。

○
身
近
な
物
や
用
具
な
ど
の
特
性
や
仕
組
み
を
生
か
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
予
想
を
し
た
り
し
、
楽
し
み
な
が
ら
工
夫
し
て
使
う
。

○
身
近
な
動
物
の
世
話
や
植
物
の
栽
培
を
通
じ
て
、
生
き
て
い
る
も
の
へ
の
愛
着
を
感
じ
、
生
命
の
営
み
の
不
思
議
さ
、
生
命
の
尊
さ
に
気
付
き
、
感
動
し
た
り
、
い
た
わ
っ
た
り
、
大
切
に
し
た
り
す
る
。
等

平
成
２
７
年
１
２
月
１
５
日
教
育
課
程
部
会

家
庭
、
技
術
・家
庭
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
３
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情報ワーキンググループの今後の検討事項について

Ⅰ 小・中・高等学校を通じた情報活用能力の育成について

① 小・中・高等学校の各教科等を通じて育まれる情報活用能力につ

いて 「三つの柱」に沿ってどのように整理するべきか、

② 特に、プログラミングや情報セキュリティをはじめとする情報モ

ラルなどに関する学習活動について、学校外の多様な教育活動とも

連携しつつ、発達段階に応じてどのように充実を図るべきか

③ 関連して、各教科等におけるＩＣＴを活用した学習・指導につい

て 「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視、

点も踏まえ、どのように充実を図るべきか

Ⅱ 高等学校情報科（各学科に共通する教科）の改善について

① 情報の科学的な理解に裏打ちされた情報活用能力を身に付けさせ

るため、情報科（各学科に共通する教科）の科目の構成、目標、内

容及び学習・指導方法等について、どのように改善を図るべきか

Ⅲ 学習指導要領の理念を実現するために必要な方策について

① 情報教育やＩＣＴを活用した学習・指導を充実するため 「カリ、

キュラム・マネジメント」をどのように確立するべきか

② 情報教育やＩＣＴを活用した学習・指導を充実するため、教員の

指導力の向上（養成・採用を含む ）やＩＣＴ環境の整備等をどの。

ように進めるべきか

※ 第２回以降においては、おおむねⅠ、Ⅱの順に検討し、Ⅲについては必要に

応じて適時検討することとする
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高等学校情報科（各学科に共通する教科）の改善について

検討事項１ 小・中・高等学校を通じて育む「情報に関わる資質・能力」を踏

まえ、高等学校情報科（各教科に共通する教科）においては、どの

ような力（見方・考え方）を育むべきか。

検討事項２ 「論点整理」及び検討事項１の高等学校情報科において育む力（見

方・考え方）を踏まえ、情報科の科目の構成及び目標・内容につい

てどのように改善を図るべきか。

検討事項３ 高等学校情報科の改善の趣旨を実現するため、カリキュラム・マ

ネジメントの確立、教員の指導力の向上（養成・採用を含む。）や

ＩＣＴ環境の整備等、どのような課題があり、どのように改善を進

めるべきか。

平 成 2 8 年 1 月 2 0 日
教 育 課 程 部 会
情報ワーキンググループ

資料２
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い
ず
れ
か
１
科
目
（
２
単
位
）
を

選
択
必
履
修

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
情
報
科
目
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

【
情
報
科
】

○
情
報
に
関
わ
る
資
質
・
能
力
を
育
て
る
中
核

と
し
て
、
情
報
や
情
報
技
術
を
問
題
の
発
見

と
解
決
に
活
用
す
る
た
め
の
科
学
的
な
考
え

方
等
を
育
て
る

○
生
徒
の
特
性
、
進
路
等
に
応
じ
て
そ
れ
を

更
に
深
め
る

現
行

新
科
目
案

社
会
と
情
報

１
情
報
の
活
用
と
表
現

２
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

３
情
報
社
会
の
課
題
と
情
報
モ
ラ
ル

４
望
ま
し
い
情
報
社
会
の
構
築

情
報
の
科
学

１
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２
問
題
解
決
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用

３
情
報
の
管
理
と
問
題
解
決

４
情
報
技
術
の
進
展
と
情
報
モ
ラ
ル

資
質
・
能
力

【
各
教
科
等
の
学
習
を
通
じ
て
高
等
学
校
卒

業
ま
で
に
育
む
情
報
に
関
す
る
資
質
・
能
力
】

○
問
題
の
発
見
解
決
の
過
程
や
方
法
の
理
解

○
情
報
や
情
報
手
段
の
特
性
の
理
解
と
情
報
手
段

の
操
作
技
能

○
社
会
の
情
報
化
と
そ
れ
と
の
関
わ
り
方
の
理
解

○
情
報
を
活
用
し
て
問
題
を
発
見
・
解
決
す
る
能
力

○
問
題
発
見
・
解
決
の
過
程
に
お
い
て
情
報
手
段

を
活
用
す
る
能
力

○
情
報
を
吟
味
し
見
極
め
よ
う
と
す
る
情
意
・
態
度

等
○
自
ら
の
情
報
活
用
を
評
価
・
改
善
し
よ
う
と
す
る

情
意
・
態
度
等

○
情
報
モ
ラ
ル
等
に
つ
い
て
考
え
行
動
し
よ
う
と
す

る
情
意
・
態
度
等

○
情
報
社
会
に
参
画
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
情
意
・
態
度
等

高
度
な
情
報
技
術
の
進
展
に

伴
い
、
文
理
の
別
や
卒
業
後

の
進
路
を
問
わ
ず
、
情
報
の

科
学
的
な
理
解
に
裏
打
ち
さ

れ
た
情
報
活
用
能
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
重
要

改
訂
の
必
要
性

情
報
Ⅰ

(仮
称

)
共
通
必
履
修
科
目

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
お
い
て
情
報
が
処
理
さ
れ
る
仕
組
み
や
、
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
理
解
し
、
情
報
シ
ス
テ

ム
の
働
き
と
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
在
り
方
を
考
え
る

(1
)コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

問
題
解
決
の
基
本
的
な
考
え
方
や
モ
デ
ル
化
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え

方
や
方
法
を
理
解
し
、
統
計
的
手
法
と
と
も
に
実
際
の
問
題
の
発
見
や
解

決
に
活
用
し
、
そ
の
過
程
と
結
果
を
評
価
し
改
善
す
る

(2
)問
題
解
決
の
考
え
方
と
方
法

問
題
の
発
見
や
解
決
に
情
報
技
術
を
活
用
す
る
方
法
を
習
得
し
、
情
報
の

共
有
と
管
理
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
情
報
技
術
の
有
用
性
に

つ
い
て
考
え
る

(3
)問
題
解
決
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用

情
報
化
が
社
会
に
果
た
す
役
割
と
及
ぼ
す
影
響
、
情
報
モ
ラ
ル
や
情
報
社

会
の
安
全
に
つ
い
て
理
解
し
、
個
人
が
果
た
す
役
割
と
責
任
を
考
え
、
情
報

社
会
に
主
体
的
に
参
画
し
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る

(4
)情
報
社
会
の
発
展
と
情
報
モ
ラ
ル

情
報
Ⅱ

(仮
称

)
選
択
科
目

複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
情
報
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
活
用
す
る

(1
)情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

様
々
な
デ
ー
タ
の
特
性
や
扱
い
を
理
解
し
、
こ
れ
ら
を
処
理
し
表
現
す
る

(2
)デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

情
報
を
的
確
に
対
象
者
に
伝
え
る
手
法
を
理
解
し
活
用
す
る

○
教
科
等
の
学
習
を
通
じ
て
身
に
付
け
る
知
識
等

(3
)情
報
デ
ザ
イ
ン

情
報
Ⅰ
及
び

(1
)～

(3
)の
学
習
を
総
合
し
深
化
さ
せ
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

(4
)課
題
研
究

高
度
情
報
社
会
に
対
応

す
る
情
報
教
育

- 2 -- 63 -



新
科
目
の
実
現
に
向
け
て
の
課
題

他
の
各
教
科
・
科
目
等
と
の
連
携
（
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

例
１
）
情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
「

(2
) 問
題
解
決
の
考
え
方
と
方
法
」と

数
学
科
に
お
け
る
統
計
に
関
す
る
内
容
の
学
習
と
の
連
携

情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
「

(2
) 問
題
解
決
の
考
え
方
と
方
法
」
に
お
い
て

取
り
扱
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
統
計
手
法

・
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
な
ど
に
よ
る
資
料
の
傾
向
の
把
握

・
簡
単
な
標
本
調
査
（
以
上
，
現
行
中
学
校
数
学
科
の
内
容
）

・
四
分
位
範
囲
，
標
準
偏
差
，
相
関
係
数
な
ど
に
よ
る
デ
ー
タ
の
傾

向
の
把
握
（
現
行
高
等
学
校
数
学
Ⅰ
の
内
容
）

な
お
，
情
報
Ⅱ
（
仮
称
）
「

(2
) デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
お
い
て
は
，

統
計
的
な
推
測
（
現
行
高
等
学
校
数
学
Ｂ
の
内
容
）
を
活
用
す
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る

例
２
）
情
報
Ⅰ
（
仮
称
）
「

(2
) 問
題
解
決
の
考
え
方
と
方
法
」と

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
横
断
的
・総
合
的
な
学
習

や
探
究
的
な
学
習
と
の
連
携

効
果
的
な
指
導
や
系
統
的
な
指
導
が
で
き
る
よ
う
，
積
極
的
に
情

報
と
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
の
相
互
の
関
連
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か

教
科
横
断
的
な
視
点
も
重
視
し
た
「カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
を
通
じ
て
，
教
育
内
容
を
組
織
的
に
配
列
し
，
外
部
の
資

源
も
含
め
て
必
要
な
資
源
を
投
入
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

※
中
学
校
ま
で
の
情
報
教
育
と
の
連
携
（カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
も
重
要

情
報
科
担
当
教
員
の
指
導
力
向
上

・
情
報
科
担
当
教
員
の
約
３
割
が
免
許
外
教
科
担
任

・
情
報
科
と
他
教
科
と
を
兼
任
し
て
い
る
教
員
は
約
５
割

（
平
成

27
年

5月
1日
時
点
、
文
部
科
学
省
調
べ
）

ま
た
，
情
報
科
免
許
状
保
有
者
に
つ
い
て
も
，
「
情
報
の
科
学
」
の

指
導
経
験
が
乏
し
い
教
員
が
少
な
く
な
い
と
推
定
さ
れ
る

情
報
科
免
許
状
保
有
者
の
採
用
と
計
画
的
配
置
，
免
許
外
教

科
担
任
及
び
臨
時
免
許
状
に
よ
り
担
当
し
て
い
る
教
員
の
免

許
状
取
得
の
促
進
，
情
報
科
担
当
教
員
の
研
修
の
充
実
等

を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

IC
T環
境
の
整
備

・
第
２
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（
平
成

29
年
度
ま
で
）
に
お
け

る
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
１
台
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
の
目

標
値

3.
6人
に
対
し
、
平
成

27
年

3月
現
在
で

6.
4人
に
１
台

（
高
等
学
校
は

5.
0人
に
１
台
）

・
学
校
の
ＩＣ
Ｔ
環
境
整
備
状
況
に
地
域
間
格
差

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

必
要

次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
て
，
学
校
・
教
育
委
員
会

等
に
お
い
て
計
画
的
に
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

平
成

28
年
度
中
中
央
教
育
審
議
会
答
申

そ
の
後
，
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
改
訂

平
成

34
年
度
入
学
者
か
ら
実
施
（
過
去
の
例
か
ら
想
定
さ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
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 平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 ２ ３ 日 
教 育 課 程 部 会 
体 育 ・ 保 健 体 育 、 健 康 、 安 全 Ｗ Ｇ 

資料７  

 

体育・保健体育、健康、安全WGにおける検討事項（案） 

 

 

１．体育・保健体育を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・体育・保健体育を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた体育・保健体育において育成すべ

き資質・能力の系統性について 

・体育・保健体育において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 

・オリンピック・パラリンピック大会を契機として育成すべき資質・能力、 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき体育・保健体育の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき体育・保健体育の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい

て 

 

５．健康・安全における資質・能力等について 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（教育課程企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ)習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現できてい

るかどうか 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現できてい

るかどうか 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、主体的な学びの過

程が実現できているかどうか。 
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健
や
か
な
体
の
育
成
に
関
す
る
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

指 定 校 事 業 で の 検 証 、 全 国 体 力 ・ 運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査

【高
等
学
校
】

生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
継
続
す
る
資
質
・
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
健
康
な
社
会
づ
く
り
に
参
画
す
る
態
度
を
育
て
る
。

○
「
す
る
、
み
る
、
支
え
る
」
な
ど
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
と
の
関
わ
り
方
に
関
す
る
指
導
を
充
実
す
る
。

○
体
育
で
学
習
し
た
こ
と
を
実
生
活
や
実
社
会
で
生
か
し
，
運
動
の
習
慣
化
に
つ
な
げ
る
指
導
を
充
実
す
る
。

○
中
学
校
か
ら
の
接
続
を
踏
ま
え
、
体
力
や
技
能
の
違
い
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
男
女
共
習
や
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
の

機
会
を
充
実
す
る
。

○
主
体
的
に
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
同
的
な
学
び
や
課
題
解
決
的
な
学
び
を
さ
ら
に
充
実
す
る
。

○
健
康
課
題
や
情
報
を
批
判
的
に
捉
え
、
課
題
解
決
を
目
指
し
て
論
理
的
に
考
え
、
意
志
決
定
・
行
動
選
択
す
る
力
を
育
て
る
。

○
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
の
健
康
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
健
康
的
な
環
境
づ
く
り
に
参
画
す
る
活
動
の
充
実
。

○

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

【中
学
校
】

生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
・
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成
す
る
。

○
小
学
校
か
ら
の
接
続
を
踏
ま
え
、
競
争
や
達
成
、
課
題
解
決
、
創
造
、
協
力
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
多
様
な
楽
し
さ
を
味
わ
え
る
よ
う
、
全
て
の

領
域
の
体
験
の
さ
せ
方
を
充
実
す
る
。

○
体
力
や
技
能
の
違
い
を
超
え
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
男
女
共
習
や
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
の
機
会
を
充
実
す
る

○
３
年
次
で
は
、
自
主
的
に
運
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
協
同
的
な
学
び
や
課
題
解
決
的
な
学
び
を
よ
り
充
実
す
る
。

○
健
康
課
題
を
把
握
し
、
適
切
な
情
報
を
選
択
、
活
用
し
、
課
題
解
決
の
た
め
に
自
己
判
断
や
意
志
決
定
す
る
力
を
育
て
る
。

○
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
主
張
し
た
り
す
る
活
動
の
充
実
。

【小
学
校
】

○
基
礎
的
な
身
体
能
力
や
知
識
を
身
に
付
け
、
健
康
の
保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
楽
し
く
明
る
い
生
活
を
営
む
態
度
を
育
て
る
。

○
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
児
童
の
運
動
へ
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
仲
間
と
仲
よ
く
運
動
し
た
り
、
運
動
の
課
題

を
主
体
的
に
解
決
し
た
り
す
る
力
を
養
う
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
や
能
力
の
基
礎
を
育
て
る
。

○
身
近
な
健
康
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
の
情
報
を
活
用
し
、
課
題
解
決
す
す
る
と
と
も
に
、
自
己
の
健
康
に

関
す
る
取
組
を
肯
定
的
に
捉
え
る
態
度
を
育
て
る
。

【幼
児
教
育
】（

教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
部
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
体
を
動
か
す
様
々
な
活
動
に
目
標
を
も
っ
て
挑
戦
し
た
り
、
困
難
な
こ
と
に
つ
ま
ず
い
て
も
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
り
し
て
、
主
体
的
に

取
り
組
む
。

○
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
場
面
に
応
じ
て
、
体
の
諸
部
位
を
十
分
に
動
か
す
。

○
健
康
な
生
活
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
自
分
の
健
康
に
対
す
る
関
心
や
安
全
に
つ
い
て
の
構
え
を
身
に
付
け
、
自
分
の
体
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
持
つ
。

体
育
科
・
保
健
体
育
科

卒 業 後 に 少 な く と も 一 つ の 運 動 や ス ポ ー

ツ を 継 続 す る こ と が で き る よ う に す る

多 く の 領 域 の 学 習 を 経 験 す る

各 種 の 運 動 の 基 礎

を 培 う

発
達
の
段
階

個 人 及 び 社 会 生 活 の 健 康 に つ い て

よ り 総 合 的 に 理 解 す る

個 人 の 健 康 に つ い て

よ り 科 学 的 に 理 解 す る

身 近 な 生 活 の 健 康

に つ い て 理 解 す る

平
成
２
７
年
１
１
月
２
３
日

教
育

課
程

部
会

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全
W
G

資
料
１
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小
学
校

体
育

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

運
動
領
域

各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応
じ
た

技
能
や
知
識

・
各
種
の
運
動
を
行
う
た
め
の
技
能

・
各
種
の
運
動
の
行
い
方
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
知
識

自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
を
も
ち
、
活
動
を
選

ん
だ
り
工
夫
し
た
り
す
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等

・
自
己
の
能
力
に
適
し
た
課
題
に
気
付
く
力

・
自
己
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
活
動
を
選
ん

だ
り
、
運
動
の
行
い
方
を
工
夫
し
た
り
す
る
力

・
思
考
し
判
断
し
た
こ
と
を
、
言
葉
や
動
作
等
で

他
者
に
伝
え
る
力

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
明
る
く

楽
し
い
生
活
を
営
む
た
め
の
態
度

・
進
ん
で
学
習
活
動
に
取
り
組
む

・
約
束
を
守
り
、
公
正
に
行
動
す
る

・
友
達
と
協
力
し
て
活
動
す
る

・
自
分
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る

・
安
全
に
気
を
配
る

保
健
領
域

身
近
な
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て

の
基
礎
的
な
知
識
や
技
能

・
健
康
な
生
活
、
発
育
・
発
達
、
心
の
健
康
、

け
が
の
防
止
、
病
気
の
予
防
に
関
す
る
基
礎
的

な
知
識

・
不
安
や
悩
み
の
対
処
や
け
が
の
手
当
に
関
す

る
基
礎
的
な
技
能

身
近
な
健
康
課
題
に
気
付
き
、
健
康
を
保
持
増
進

す
る
た
め
の
情
報
を
活
用
し
、
課
題
解
決
す
る
力

・
身
近
な
健
康
課
題
に
気
付
く
力

・
健
康
情
報
を
集
め
る
力

・
健
康
課
題
の
解
決
方
法
を
予
想
し
考
え
る
力

・
学
ん
だ
こ
と
を
自
己
の
生
活
に
生
か
す
力

・
健
康
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
力

健
康
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
健
康
で
楽
し
く

明
る
い
生
活
を
営
む
態
度

・
自
己
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

・
自
己
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
に
協
力

し
て
活
動
す
る

・
心
身
の
発
育
・
発
達
な
ど
を
肯
定
的
に
捉

え
る

【
た
た

き
台

】
資

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
に

沿
っ

た
、

小
・

中
・

高
を

通
じ

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

イ
メ

ー
ジ

（
体

育
科

・
保

健
体

育
科

）
V
e
r
.３

平
成

28
年

1月
20
日

体
育
・
保
健
体
育
、
健
康
、
安
全

W
G

資
料
２
－
１
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中
学
校

保
健
体
育

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

体
育
分
野

運
動
の
特
性
に
応
じ
た
行
い
方
や
運
動

の
一
般
原
則
な
ど
の
知
識

・
技
能
の
名
称
や
行
い
方
の
知
識

・
運
動
の
特
性
や
成
り
立
ち
の
知
識

・
体
力
の
要
素
や
高
め
方
の
知
識

・
運
動
観
察
の
方
法
の
知
識

・
伝
統
的
な
考
え
方
の
知
識

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識

や
文
化
的
意
義
等
の
概
要

各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に

応
じ
た
技
能

・
知
識
を
踏
ま
え
て
、
基
本
的
な
運

動
の
技
能
と
し
て
発
揮
し
た
り
、

身
体
表
現
し
た
り
す
る

自
己
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
取
り
組
み
方
を
工
夫
で

き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

・
自
己
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
の
行
い
方
の
改
善
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト
を
見
付
け
る
力

・
自
己
の
課
題
に
応
じ
て
，
適
切
な
練
習
方
法
を
選

ぶ
力

・
健
康
や
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
体
調
に
応
じ
て

適
切
な
活
動
を
選
ぶ
力

・
状
況
に
応
じ
た
自
己
や
仲
間
の
役
割
を
見
付
け
る
力

・
合
意
を
形
成
す
る
た
め
の
適
切
な
か
か
わ
り
方
を
見

付
け
る
力

・
運
動
を
継
続
し
て
楽
し
む
た
め
の
自
己
に
適
し
た
か

か
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
な
が
ら
相

手
に
伝
え
る
力

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ
い
、
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
営
む
態
度

・
自
主
的
に
学
習
活
動
に
取
り
組
む

・
勝
敗
な
ど
を
冷
静
に
受
け
止
め
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
フ
ェ
ア
な
プ
レ
イ
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
よ
い
演
技
を
讃
え
よ
う
と
す
る

・
互
い
の
違
い
や
よ
さ
を
認
め
合
お
う
と
す
る

・
相
手
を
尊
重
し
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
を

大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
自
己
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
す
る

・
多
様
性
を
認
識
し
、
話
し
合
い
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る

・
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る

な
ど

保
健
分
野

個
人
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い

て
の
科
学
的
な
知
識
や
技
能

・
現
代
的
な
健
康
課
題
を
踏
ま
え
た
心
身

の
機
能
の
発
達
と
心
の
健
康
、
健
康
と
環

境
、
傷
害
の
防
止
、
健
康
な
生
活
と
疾
病

の
予
防
に
関
す
る
知
識

・
ス
ト
レ
ス
対
処
、
生
活
改
善
、
応
急
手

当
に
関
す
る
技
能

健
康
課
題
を
把
握
し
、
適
切
な
情
報
を
選
択
、
活
用
し
、

課
題
解
決
の
た
め
に
自
己
判
断
や
意
志
決
定
す
る
力

・
自
他
の
健
康
課
題
を
発
見
す
る
力

・
健
康
情
報
を
収
集
、
選
択
し
、
ま
と
め
る
力
。

・
健
康
情
報
や
知
識
を
活
用
し
て
多
様
な
解
決
方
法
を

考
え
る
力

・
多
様
な
解
決
方
法
の
中
か
ら
、
適
切
な
方
法
を
選

択
・
決
定
し
、
自
他
の
生
活
に
生
か
す
力

・
自
他
の
健
康
の
考
え
や
解
決
策
を
対
象
に
応
じ
て
表

現
す
る
力

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成
し
、

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む
態
度

・
自
他
の
健
康
に
関
心
を
も
つ

・
自
他
の
健
康
に
対
す
る
取
組
の
よ
さ
を
認
め

る ・
自
他
の
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
に

協
力
し
て
活
動
す
る
。

【
た
た

き
台

】
資

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
に

沿
っ

た
、

小
・

中
・

高
を

通
じ

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

イ
メ

ー
ジ

（
体

育
科

・
保

健
体

育
科

）
V
e
r
.３
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高
等
学
校

保
健
体
育

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

科
目
体
育

運
動
の
特
性
に
応
じ
た
行
い
方
や
運
動
の

一
般
原
則
な
ど
の
知
識

・
技
能
の
名
称
や
行
い
方
の
知
識

・
体
力
の
高
め
方
の
知
識

・
課
題
解
決
の
方
法
の
知
識

・
伝
統
的
な
考
え
方
の
知
識

・
競
技
会
の
仕
方
や
審
判
の
方
法
等
の

知
識

・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
学
的
知
識

や
文
化
的
意
義
等

各
種
の
運
動
が
有
す
る
特
性
や
魅
力
に
応

じ
た
技
能

・
知
識
を
踏
ま
え
て
、
運
動
の
技
能

と
し
て
発
揮
し
た
り
、
身
体
表
現

し
た
り
す
る

自
己
や
仲
間
の
課
題
に
応
じ
た
運
動
を
継
続
す
る
た
め
の

取
組
み
方
を
工
夫
で
き
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

・
自
己
や
仲
間
の
挑
戦
す
る
課
題
を
設
定
す
る
力

・
技
術
的
な
課
題
や
有
効
な
練
習
方
法
に
つ
い
て
指
摘
す

る
力

・
課
題
解
決
の
過
程
を
踏
ま
え
て
，
自
己
や
仲
間
の
課
題

を
見
直
す
力

・
自
己
や
仲
間
の
危
険
を
予
測
し
回
避
す
る
た
め
の
活
動

の
仕
方
を
選
ぶ
力

・
状
況
に
応
じ
た
自
己
や
仲
間
の
役
割
を
設
定
す
る
力

・
合
意
を
形
成
す
る
た
め
の
調
整
の
仕
方
を
見
付
け
る
力

・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
む
た
め
の

自
己
に
適
し
た
か
か
わ
り
方
を
見
付
け
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
、
根
拠
を
示
し
示
し
た
り
、

他
者
に
配
慮
し
た
り
し
て
相
手
に
伝
え
る
力

運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
深
く
味
わ
い
、
明

る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活
を
営
む
態
度

・
運
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
深
く
味
わ
い
、

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度

・
勝
敗
な
ど
を
冷
静
に
受
け
止
め
、
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
フ
ェ
ア
な
プ
レ
イ
を
大
切
に
し
よ
う
と
す

る
・
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統
的
な
行
動
の
仕
方

を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る

・
役
割
を
積
極
的
に
引
き
受
け
自
己
の
責
任

を
果
た
そ
う
と
す
る

・
多
様
性
を
尊
重
し
、
合
意
形
成
に
貢
献
し

よ
う
と
す
る

・
健
康
・
安
全
を
確
保
す
る

な
ど

科
目
保
健

個
人
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安

全
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
知
識
や
技
能

・
現
代
社
会
に
生
じ
た
健
康
課
題
の
解
決

に
役
立
つ
知
識
、
健
康
な
生
活
と
疾
病
の

予
防
に
関
す
る
知
識
(一
次
予
防
だ
け
で

な
く
二
次
予
防
、
三
次
予
防
も
含
む
)

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
健
康
を
踏

ま
え
た
生
涯
を
通
じ
る
健
康
の
知
識

・
社
会
生
活
と
健
康
に
関
す
る
知
識

・
生
活
改
善
や
環
境
の
確
保
、
心
身
の
健

康
の
維
持
、
応
急
手
当
に
関
す
る
技
能

健
康
課
題
や
情
報
を
批
判
的
に
捉
え
、
課
題
解
決
を
目
指

し
て
論
理
的
に
考
え
意
志
決
定
・
行
動
選
択
す
る
力

・
社
会
生
活
に
関
わ
る
健
康
課
題
を
発
見
す
る
力

・
社
会
生
活
を
踏
ま
え
た
健
康
情
報
を
収
集
し
、
分
析
す

る
力

・
社
会
背
景
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
解
決
方
法

を
考
え
る
力

・
解
決
方
法
を
活
用
し
、
健
康
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
意
志
決
定
・
行
動
選
択
す
る
力

・
健
康
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
健
康
の
考
え
や
解

決
策
を
表
現
す
る
力

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
を
育
成

し
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活
を
営
む

態
度

・
社
会
生
活
に
関
わ
る
健
康
づ
く
り
に
関
心

を
も
つ

・
健
康
・
安
全
な
社
会
を
優
先
す
る

・
健
康
の
保
持
増
進
や
回
復
の
た
め
の
社
会

づ
く
り
に
参
画
す
る

【
た
た

き
台

】
資

質
・

能
力

の
三

つ
の

柱
に

沿
っ

た
、

小
・

中
・

高
を

通
じ

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

イ
メ

ー
ジ

（
体

育
科

・
保

健
体

育
科

）
V
e
r
.３
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生活・総合的な学習の時間ワーキンググループにおける検討事項 

 
【生活科について】 

１．「生活科」を通じて育成すべき資質・能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
・生活科の内容の構成要素等（学年目標を構成する項目、内容構成の基本的な視

点と具体的な視点、内容の構成要素と階層性、学習対象等）と、論点整理で示

された育成すべき資質・能力の三つの柱との関係について 
・中学年以降の各教科等とのつながりについて 
・低学年における他教科等との関連について 

   
２．幼児教育との円滑な接続を図るスタートカリキュラムの中核となる教科として

の位置付けについて 
 ・カリキュラム・マネジメントの視点からスタートカリキュラムの在り方につい

て 
 ・幼児教育との接続及び、他教科等との連携の在り方について 
 ・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と生活科において育成する資質・能力と

の関連性について 
    
【総合的な学習の時間について】 

１．「総合的な学習の時間」を通じて育成すべき資質・能力の明確化について 
 ・各教科等の学習を踏まえた上で、総合的な学習の時間を通じて育成すべき資質

能力について 
 ・発達の段階に応じた育成すべき資質・能力について 
・発達の段階に応じて身に付けるべき学び方やものの考え方の明確化について 

 
２．教育課程全体における「総合的な学習の時間」の意義について 
 ・各教科における学習で身に付けた資質・能力を相互に関連付けた教科横断的な

学習を行う時間としての意義 
 ・各教科等単独では取り組むことの難しい現代的な課題の学習を行う時間として

の意義 
 ・高等学校教育において、より探究的な学習活動を重視する視点からの「総合的

な学習の時間」の在り方について 
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特別活動ワーキンググループにおける検討事項 

 

１．特別活動を通じて育成すべき資質・能力について 
 ・特別活動を学ぶ本質的な意義や他教科等との関連性について 
 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
・小学校、中学校、高等学校における特別活動で育成すべき資質・能力の系統性に

ついて 
・特別活動における学級・ホームルーム活動、児童・生徒会活動、クラブ活動、学

校行事と、育成すべき資質・能力との関係について 
・特別活動で育成すべき資質・能力と、社会の要請（防災や社会参画など）に応じ

た活動内容との関係について 
 
２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成のた

めに重視すべき特別活動の指導等の改善・充実の在り方について 
 
３．「社会に開かれた教育課程」を実現していく上での特別活動の意義や役割について 
 
４．スタートカリキュラムなど、学校種間の円滑な移行を図る上での特別活動の意義

や役割について 
 
５．小学校、中学校、高等学校の連続性を踏まえた評価の在り方について 
 
６．必要な支援（特別支援教育の観点を含む）や条件整備等について 
 
※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過

程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程

が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、

主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】多
様
な
他
者
と
協
働
し
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
・・
・

特
別
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
）

【中
学
校
】多
様
な
他
者
と
協
働
し
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
・・
・

◇
自
己
や
他
者
の
個
性
を
理
解
し
、
自
他
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
自
主
的
・
実
践
的
に
よ
り
よ
い

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
級
・
学
校
や
地
域
・
社
会
の
問
題
を
見
付
け
、
合
意
形
成
を
図
っ
て
解
決
策
を
決
め
、
自
主
的
・
実
践
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

□
自
己
の
よ
さ
や
個
性
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
理
解
し
、
そ
れ
を
生
か
し
つ
つ
主
体
的
に
日
常
生
活
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
情
報
の
収
集
・
整
理
と
、
興
味
・
関
心
、
自
己
の
適
性
の
把
握
な
ど
に
よ
り
、
将
来
を
見
通
し
て
暫
定
的
な
自
己
の
生
き
方
を
主
体
的
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

【高
等
学
校
】多
様
な
他
者
と
協
働
し
、
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
・・
・

◇
他
者
の
価
値
観
や
個
性
を
受
け
入
れ
、
自
己
も
生
か
し
な
が
ら
、
時
･場
所
･場
面
に
応
じ
た
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
自
主
的
・
実
践
的
に
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
・
学
校
や
地
域
・
社
会
の
問
題
を
把
握
し
、
合
意
形
成
を
図
り
、
自
己
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
、
自
主
的
・
実
践
的
に
責
任
あ

る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
自
己
の
能
力
や
適
性
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
受
け
入
れ
て
、
主
体
的
に
日
常
の
生
活
や
自
己
の
在
り
方
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
多
様
な
情
報
を
収
集
・
整
理
し
、
興
味
・
関
心
、
自
己
の
適
性
の
把
握
な
ど
に
基
づ
き
、
将
来
を
見
通
し
て
主
体
的
に
自
己
の
生
き
方
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

◇
助
け
合
っ
た
り
協
力
し
合
っ
た
り
し
て
、
相
手
を
信
頼
し
支
え
合
い
、
自
主
的
・
実
践
的
に
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

○
学
級
・
学
校
や
地
域
の
問
題
に
気
付
き
、
解
決
方
法
な
ど
を
話
し
合
っ
て
決
め
、
解
決
の
た
め
に
自
己
の
役
割
や
責
任
を
果
た
し
て
、
自
主
的
・
実
践
的

に
よ
り
よ
い
生
活
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

□
自
己
の
課
題
に
気
付
い
て
生
活
を
改
善
し
た
り
、
自
己
の
よ
さ
を
生
か
し
て
主
体
的
に
活
動
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【幼
児
教
育
】

（
自
立
心
）

・
生
活
の
流
れ
を
予
測
し
た
り
、
周
り
の
状
況
を
感
じ
た
り
し
て
、
自
分
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
て
行
う
。

・
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
行
い
、
自
分
で
で
き
な
い
こ
と
は
教
職
員
や
友
達
の
助
け
を
借
り
て
、
自
分
で
行
う
。

・
い
ろ
い
ろ
な
活
動
や
遊
び
に
お
い
て
自
分
の
力
で
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
、
満
足
感
や
達
成
感
を
も
つ
。

（
協
同
性
）

・
い
ろ
い
ろ
な
友
達
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
友
達
の
思
い
や
考
え
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
行
動
す
る
。

・
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
た
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
察
し
て
自
分
の
思
い
の
出
し
方
を
考
え
た
り
、
我
慢
し
た
り
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
り
し
な
が
ら
、
わ
か
り
合
う
。

・
ク
ラ
ス
の
様
々
な
仲
間
と
か
か
わ
り
を
通
じ
て
互
い
の
よ
さ
を
わ
か
り
合
い
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒
に
遊
び
を
進
め
て
い
く
。

・
ク
ラ
ス
み
ん
な
で
共
通
の
目
的
を
も
っ
て
話
し
合
っ
た
り
、
役
割
を
分
担
し
た
り
し
て
、
実
現
に
向
け
て
力
を
発
揮
し
や
り
遂
げ
る
。

【
「
望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
じ
て
」
小
中
高
共
通
の
育
み
た
い
資
質
・
能
力
を
以
下
の
三
つ
と
仮
定
し
整
理
】

◇
人
間
関
係
を
形
成
す
る
力

○
社
会
に
参
画
す
る
力

□
自
己
を
生
か
す
力

← 生 活 範 囲 や 人 間 関 係 の 多 様 性 の 広 が り

平
成
２
８
年
１
月
２
０
日

教
育

課
程

部
会

特
別

活
動

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
５

（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
、
本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
、
幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）
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産業教育ワーキンググループにおける検討事項 
 

 
１．職業に関する各教科を通じて育成すべき資質・能力について 

・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 
    ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

    ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

     ⅲ）どのように社会・世界とかかわり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等） 

   ・職業に関する各教科において育成すべき資質・能力と指導内容との関係について 
   ・職業に関する各教科の科目構成について 

 

２．これまでの実験・実習などの実践的、体験的な学習活動の成果やアクティブ・

ラーニングの三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成のために重視すべき指

導等の改善充実の在り方について 
 （三つの視点） 

  ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実

現できているかどうか。 

  ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの過程が実現

できているかどうか。 

  ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる、主体的

な学びの過程が実現できているかどうか。 

 
３．国家資格や各種検定、研究発表会や競技会等の活用を含めた、資質・能力の

育成のために重視すべき評価の在り方について 
 
４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等に

ついて 
 

 
※ なお、検討を進めるにあたっては、専門分野ごとに求められる資質・能力を産業界
や関係団体等との間で共有化しながら、以下の事項にも留意する。 

 
①職業人として求められる専門的な知識及び技術の高度化や、職業の多様化への対応 
②社会的責任を担う職業人としての規範意識や倫理観等の醸成、豊かな人間性の涵養 
③地域や産業界との連携・交流を通じた、地域の産業や社会を担う人材の育成 
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